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梅　川　高　行
　只今ご紹介頂きました自鴎大学の柳川でございます。
　新入社員の皆様、本日は誠にお目出度うございます。
　新入社員の皆さんにとって人生の節目である入社式という重要な
ceremonyで話をさせて頂けるというのは誠に光栄でございます。どの程度
皆様のご期待に応えうるかはなはだ心許ないかぎりではございますが、よろ
しくご静聴賜りますようお願い申し上げます。
　私は、短期大学、そして大学におきまして約20年に渡り経営学を中心に、
一般教養の英語、ドイツ語を教えてきた一教師に過ぎません。ただ私は、セ
ブンーイレブン、任天堂、少年ジャンプ等の実証研究の他、大学や学習塾の
経営戦略等も研究しておりまして、学生に対しましてはmade　by　Yanagawa
のオリジナルな話をしながら、自分の教育活動の理念や方法論を手さぐりし
て参りました。より分かり易く申しますと、最も教育効果のあがる話とその
コミュニケーション方法、教育の仕方はどうあるべきだろうかといつも頭を
悩まして参りました。その意味では教育に心を砕いて参りましたeducation－
mindedな教師の1人だと自認しております。（注1）（注2）
　ただし私は教育学部で教職科目を学んだ経験も、教育学や教育心理学を体
系的に学んだ経験も持っておりませんので、あくまでも自己の教育経験とそ
の間の学習と観察という限られた素材を中心にして、皆様と同じ道を歩んで
参りました一先輩として、教育の途を志ざした皆様にとって役立つと思われ
そうなささやかなアドヴァイスをメッセージとして述べさせて頂きたく存じ
ます。
　お手許にお配り致しましたレジュメに沿ってお話をさせて頂きたく存じま
す。
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1．人生における仕事の意味
1－1　教育という仕事の社会的価値は高い
　学習塾・予備校も含めた高等学校までの教育は、確立された知識
（established㎞owledge）を児童・生徒（pupils）に与えていき、知識の迅
速かつ正確な再現、および知識を利用して問題を解き唯一の正解を導出する
能力を身に付けさせることをその目標としています。これに対し大学教育は、
自然と社会現象に関して教師のオリジナルな因果的説明を学生達（students）
に与え、学生にもいくつかの因果的説明を考え出す能力を身に付けさせ、自
己の社会と自然への対処行動（copingbehavior）を決めていくことができる
ように成長させることをその目標としています。少し難しい抽象的表現でし
たが、いずれの教育も「学生の将来の幸せ」に直結する仕事であり、彼らの
生きていく力、仕事を行ない社会生活を営なんでいく力を身に付けさせてい
く極めて重要な仕事であります。
　さらに第2に日本人が教育にかけるお金はマイホーム購入費を上廻って支
出されており、日本の平均的家庭において最も重視されている投資対象であ
り最も強い関心事でもあります。子供に良い教育を与えてやりたいという希
いは、平均的日本人家庭の最大の希いのひとつでもあります。
　そして第3に教室での先生との出会いは、社会に出る前の青少年にとって
極めてインパクトの強い影響力を持っております。
　私自身の経験からしても、教室での先生との出会いが生徒に対し決定的影
響を及ぽす可能性の高い大変重要な仕事であります。私自身、自分の仕事に
大きな「やりがい」と「プライド」を持って毎日教壇に立っております。皆
さん方も自分の仕事にプライドを持ち、生徒達に向かう日々を過ごされます
ようにと申し上げたく存じます。（注3）（注4）
　ここで、先生との出会いが一生を決めることがありうるという、教育の持
つ影響力の大きさについて私の体験を述べたいと思います。
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　大学時代私は、経済学部の学生だったのですが、経済学の先生方の授業の
ひどさに絶望しまして、（注5）当時「金儲けの学問（Profitlehre）」と言われ
軽蔑され人気の無かった経営学のお2人の先生が大変情熱を込めた講義をし
ておられまして、このように人間として立派な人が一所懸命教えておられる
のだから経営学はまともな学問なのではないかと考え、先生方の勧める本を
夏休み中に読んで、その本をお書きになった方に大学院でご指導して頂き今
日に至っております。このお2人の先生と1冊の本との出会いが私の人生を
方向付けました。（注6）情熱的な講義をなさったお2人への信頼感が、彼ら
の推薦する本を手に取らせたのです。
　教育というのは、人生を左右するようなcriticalmessageをも発しうる仕事
であることを教壇に立つ私達は忘れてはならないでしょう。
　私の身の回りにも時々みかけるのですが、プロ意識を欠如し、授業時間だ
け過ぎ去るのを待つ、「ノルマこなし型教師」という唾棄すべき人々がいま
す。皆さんはどうぞこのような「エセ教師」にならないで下さい。現在の授
業がたとえ若さ故に未熟であっても、カー杯取り組むことを忘れないで下さ
い。私自身のことを偉そうに申して恐縮ですが、自分の過去を振り返ってみ
て、未熟であったことは十二分に承知しておりますが、その時々に誠実に手
抜きをせずに取り組んできたのではないかと思っております。
　教育とは「人づくりそのもの」です。仕事に対し、目の前の生徒・学生に
対し真剣に、誠実に取り組んでいくことは、仕事を大事にするばかりでなく、
自分の人生をも大切にしていくことであることをどうぞ忘れないで下さい。
（注7）
1－2　仕事の価値一幸福と仕事の関係一
　3Hs2Ps
　私達の幸せの中味は一体何だろうかと、私はよく考えることがあるのです
が、現在のところ3H：s2Psという考え方を持っております。
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　1つ目のHはHealthの頭文字で、肉体的健康、苦しい病にかかっていない
ことを意味しています。
　1つ目のPはPeace　ofMindの頭文字で心の健康、悩みや苦しみから解放
されている状態を表しています。
　2つ目のHはH：uman　Relationsの頭文字で良い人間関係に恵まれ、こんな
すばらしい人々がいるのかというような友人に恵まれ、愛する恋人や家族が
いることです。私事で恐縮ですが、私は4人家族で、私にとりまして家族は
この世の中で最も大事なものです。常日頃家族が一番大事で、それとくらべ
たら誤解を受け易い表現ですが、「たかが仕事」であり、家族を犠牲にする
に値する仕事などはこの世の中には無いと信じております。絵本を読んであ
げることや、一緒に買い物に出かけること、このおっさんと一緒にいること
を心底喜んでくれる家族とは私にとりかけがえのない（one－and－only）存在
で、家族は私の社会的存在理由の基礎であり、私のアイデンティティーの中
核をなすものです。
　3つ目のHはHobbyの頭文字で、私達が個人的な楽しみを追求する対象で
す。60才を過ぎたら私はピアノと絵に挑戦し、日本中の美術館を妻と2人で
見て回りたいと考えています。
　最後の2つ目のPはProsperdtythroughjob、仕事による経済的豊かさの追
求です。　仕事は私達の人生における幸福の実現にとって不可欠の前提であ
り、私達の生まれてきた意味の確認にとっても深いつながりが存在していま
す。
①仕事は幸福の前提条件である
　第一に仕事によって収入を得ることは、先に述べた幸福の4つの要素であ
るH：ealth、Peace　ofMind、Human　Relations、H：obbyを可能にしてくれる
経済的前提条件であり、can　factorなのです。きちんとした定収入と定職が
あることは人生の大きな土台であります。週末になると家族で街へ出かけ、
上の子にミニ四駆を買い、下の子に人形を買って外食してくるというささや
かなぜい沢をしていますが、家族4人食べていけるのも私に定職があるから
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です。
②仕事は社会的アイデンティティーを与えてくれる
　第二に私達は仕事を行なうことによって、初めて社会と結びつき、自から
の社会的必要性、社会的identityを確保することが可能なのです。先ほどの
愛され、必要とされることから生じる人間的identityと仕事を通しての社会
的identityは私達の生まれてきた意味を明確に実感させてくれるものです。
人間という動物は、無意識の内になぜ自分がこの世に生まれてきたのかとい
う存在理由を欲しがるのですが、仕事はその一つの解答を与えてくれるのだ
と私は思っております。
③仕事は人生最大の時間投資対象である
　第三に仕事は、私達の人生の半ば以上の生活可能時間を投入する対象であ
り、私達の最もエネルギッシュな時代を捧げる対象ですから、あだやおろそ
かにはできない事柄です。
④仕事を探してくれる会社に感謝しよう
　第四に定職に就き会社勤めをすれば、自分で仕事を探してくるという苦労
はしないで済むのです。仕事は会社が探してくれて、私達は与えられた仕事
に全力を注げばいいのです。私の亡くなった父は40代半ばから税理士業を営
んでいましたが、サラリーマン時代に社長に辞表を叩き付け突然税理士の看
板を掲げました。当時私は大学1年生で、父はサバサバしたでしょうが、
中々仕事の依頼がなくて母は苦労しておりました。藤子不二雄さんという2
人組の漫画家がおられまして、『2人で漫画ばかり書いていた』（毎日新聞社）
という自叙伝と『まんが道』（中央公論社〉という自伝漫画とがあります。
2人の夢がどのようなプロセスで実現していくのか、皆さんの参考になるこ
とも多いので是非お読み下さい。（注8）その2人組のうち「ドラエモン」で
有名な藤子・F・不二雄氏が最近亡くなられたのですが、私の妻がアシスタ
ントの人達はどうなるのかしらと心配しておりました。彼らは突然職場を失
ない新しい仕事を探さなくてはならないのです。私も勤務している大学のお
陰で仕事探しをする苦労をずうっとしないで済みました。大学に対して私は
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いつも大変感謝しております。皆さんも会社に所属している特権に対して感
謝することを忘れないで下さい。
⑤会社は私達に社会的信用を与えてくれる
　第五に定職に就き、特に組織体に所属して仕事をしている場合は、組織体
の社会的信用が「後光効果」となって私達に社会的信用を与えてくれること
が忘れられてはならないでしょう。今日ここでお話させて頂いている私も、
肩書きの無いただの柳川高行でしたならば、社会は私をどう評価しどう処遇
するべきか基準が分からずに途方に暮れざるをえないのではないでしょう
か。白鴎大学経営学部教授、白鴎大学ビジネス開発研究所研究員という肩書
きの持つ社会的信用があればこそ、栃木県内の企業の社長さんもインタビュ
ーに応じて下さり、資料も送って頂けるのであり、本日この席にもお招き頂
いているのだと私は認識しております。私は勤務先の大学に対し深い感謝の
念を持っておりますので、栃木県庁、小山市役所、栃木市役所、県商工会連
合会、小山商工会議所、県経済同友会、とちぎ総研、下野新聞、等からの大
学に依頼のありました仕事は全てお引受け致しております。依頼の重なりま
す時は大変ですが、肩書きを最大限に利用させて頂いている私の当然支払う
べきコストだと考えております。（注9）
⑥仕事は私だけの作品を残すことを可能にする
　仕事を通して私達は、これは私だけの作品であると言えるものを残すこと
が可能なのです。先ほどの藤子・F・不二雄氏には「ドラエモン」という世
界的に有名なキャラクターがあります。建築家には自己の設計した建物が後
世に残り、画家は自分の描いた絵を残すことができます。私も論文と本を書
き残すつもりです。我が家の2人の子供だけでも読んでくれたら私は大変嬉
しいと思っております。
　以上長々と述べてまいりましたが、私達の幸福な生活の実現にとり仕事は
不可欠の前提であり、人生にとっても大きな価値を有していることを十二分
に理解するとともに、仕事を与えてくれる所属組織に対する感謝の気持ちを
忘れないで欲しいと思います。
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2．良き教師を目指して
一How　to　become　an　exce閲ent　teacher一
2－1　教室のリーダーシップ
　クラス・学級と称される小集団において、その集団目標（知育・徳育・体
育の効果的実現）を最も効率的に達成するように、全メンバー（生徒・学生）
の努力を引き出し、方向づけ、まとめ上げていくリーダーの能力は、「教育
的リーダーシップ」と言われます。リーダーシップの一般的特質については、
昔から多くの人々が研究をしてきておりますが、私は自分の限られた観察と
経験からですが、秀れたリーダーシップは、教育していく技術的・能力的要
因と、教育者のパーソナリティー特性と人間関係をどう作り維持していくの
かという人間的要因という異質的な2つの要素の共存から生まれると考えて
おります。
　クラス・学級における学習成果の高低は、基本的に教師の側のリーダーシ
ップに依存すると考えられますが、教師のリーダーシップの技術的要因と人
間的要因は、次のように定式化できると思います。
　集団の学習成果＝f（教師のリーダーシップ〉
　教師のリーダーシップ
　　　　　　　＝g　l教材の質（T1）、
　　　　　　　　　　教師の説明能力（T2）、
　　　　　　　　　　教師の心身のコンディション（M1）、
　　　　　　　　　　教師・学生間の信頼関係（M・）、
　　　　　　　　　　学生の予習・復習努力（M3）l
　T・、T2、M・は集団の学習成果の向上に対して、教師が単独でコントロー
ルできる要因であるのに対し、M2、M3は、教師が生徒・学生との共同的相
互作用を良好に形成することによって、集団の学習成果の向上を可能にする
要因であります。
　次に良き教師の人間的要因を、2っの観点からお話ししていくことにしま
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しよう。
2－2　良き教師の人間的要因
　まず、教師の人間的要因の中で、教師が単独かつ自律的にマネジメントで
きる要因からお話ししてまいります。
2－2－1　教室以前の心がまえ
2－2－1－1　心身のコンディションを十分に整えておくこと
　心身のコンディションを良好に整えて、万全の体調のもとに教壇に立つこ
とを心がけるべきです。教育活動はかなりのエネルギーを必要とするハード
な仕事ですから、よく寝てきちんと食べて健康に留意することが必要です。
その為には、「規則正しい生活」を行ない、日常生活のスケジュール管理、
時問管理を行なう「生活のマネジメント」のクセを是非身につけて下さい。
特に留意する必要があるのは、予定されている授業の予習は、何日か前まで
に終了しているようにすることです。不十分な予習のままでは、自信を持っ
て教えることができませんし、学生から質問がでることを無意識のうちにい
やがるようになってしまうのではないでしょうか。生徒・学生からどんな質
問がでてきても受けて立とうという気力の溢れていることが、授業を活性化
する大きな要因だと私は思っております。
2－2－1－2　ハッピーな気持で教室に向かおう
　家族や友人、同僚とは仲良くして、人間関係を良くしておくように普段か
ら心がけ、心配事はなるべく早く解決しておくように心がけておく必要があ
ります。気にかかることを抱えていると、集中力が失なわれ、授業に専心す
ることが難しくなります。又人間関係がうまくいかなかったり、腹を立てた
ままで教室に行くと、学生を感情的に叱ったり、学生をいじめることで心の
不満を解消しようとしたりしがちです。私に「人間バランス論」と呼んでい
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る考えがあります。職場で異常に気を遣う人が、家では横のモノを縦にもし
ない人だったり、靴下も奥さんにはかせてもらっていたりと、自分より立場
の強い人々に気を遣いコンプレックスを抱いている人ほど、自分より立場の
弱い人々に対して感情を爆発させ心のバランスをとる傾向が見られがちであ
るという、私の経験と観察から得た仮説です。心理学的には「補償作用
（compensation）」と言われるものなのでしょう。当然私自身にも当てはまり
ますから、私、大学内では嫌われることを覚悟で言いたいことを言わせても
らっていますし、気の合わない方や、教育や研究の価値観の大きく異なる
方々とは、挨拶かお天気の話しかしません。因みにお天気の話は最も話題の
発展性のないトピックスで、コミュニケーション・キリング・コミュニケー
ションの典型例です。エレベーターの中で相手からお天気の話をされた時は、
「私はあなたを無視しない証拠にお天気の話をしましたから、後は話しかけ
ないで放っておいて下さい」という声なき声が聞こえたと思っていれば、そ
れほど大きな問違いではないでしょう。気の合う方とは、心ゆくまで教える
ことと研究の話をしていますから殆んどストレスが溜まりません。マイホー
ムパパで子供と遊ぶのが大好きですからイライラして教壇に立つことは殆ん
どありません。
　不幸せな教師や、内心強いコンプレックスを有している教師が、学生をい
じめてウサ晴らしをすることは、無意識のうちによく行なわれているのでは
ないかと推察しております。子供っぽく感情のコントロールが十分できない
教室王国の独裁者は意外と多いのではないでしょうか。私の小学校5・6年
生の時の担任は「マンモス・カッパ」というアダ名の男性教師でしたが、突
然反省会を開いては共同責任ということで往復ビンタを食らわせました。先
生に何か面白くないことがあった時に突然反省会が開かれるのだということ
は、子供心にもよく分かりました。自分の生徒・学生を憂さ晴らしの対象に
するのは、大変卑しいことだと認識しておく必要があります。（注10）
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2一一2－1－3　　Education　is　Firing
　教育とは生徒・学生の心と知的好奇心に火をつけることだ、という言葉は、
前東北大学総長、西澤潤一先生の自叙伝、『愚直一徹』の中に出てくる言葉
です。（注11）（注12）教師が生徒・学生の学びたいという意欲に火をつけるこ
とができる為の要素の中で最大のものは「情熱（passion）」だと私は確信し
ております。情熱だけで教育技術を伴なわなければ、高い教育成果は期待で
きませんが、情熱を欠いた教育は、空気の抜けた風船のようなもので、情熱
というガソリンが良い教育を行なう為には不可欠なのです。教壇には目には
見えませんが、「情熱無き者は去れ、（Teach　with　passion，or　e》dt1）」と書い
てあると私は考えております。
　20代後半に初めて女子短大の教壇に立ちました時に、私は経営学ならぬ英
語を週最高12コマ担当しました。夜間部の授業が済んだ9時過ぎから私はた
った一人で図書館で英語の勉強を夢中になって致しました。日本一の英語の
教師になろうなどという身の程知らずの野心を抱いて教えていた若かりし頃
の私は、ほんの少しばかりの知識と誠に拙ない教育技術やコミュニケーショ
ン能力しか持ち合わせていませんでしたが、情熱だけは他の先生方に勝ると
も劣らなかったと今でもそう思っております。教育に対する熱き思いこそが、
教育技術を身に付けさせていく原動力なのだと私は確信致しております。
2－2－2教師の期待が生徒を伸ばす
一教室のピグマりオンー
　次に教師の人間的要因の中で、教師と生徒・学生の人間関係を、生徒・学
生との相互作用の中からどう作り出していくのか、に関わる要因についてお
話ししていきたいと思います。
　ローゼンサールというアメリカ人の心理学者の本に『教室のピグマリオン
（pygmalion　in　the　classroom）』という有名な本がございまして、教師が生
徒・学生が高い能力を持っているはずだと期待して教育に当たった場合、そ
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うでない場合より生徒・学生の能力の伸びは高くなるということを実験によ
って明らかにしたことが書かれております。（注13）教師の期待が生徒の能力
を伸ばすことは、「ピグマリオン効果」あるいは「教師期待効果（teacher’
sexpectationeflbct）」と名付けられています。
　私は自分の経験と学習から、大胆にご説明致しますが、教師の期待とは、
次に述べる3種の相互に関連し合う「教師の生徒・学生に対する態度、心の
在り方」をその内容としていると考えています。第1に学生の能力を心の底
から信じること（believe－inmind〉、第2に学生を心から励まし続けること
（encouragingmind）、第3に学生に関心を持ちいつも眼差しを向け続けるこ
と（fbcusingmind）、が期待の内容だと思います。
2－2－2－1　学生を信じることの大切さ
　黒柳徹子さんに『窓ぎわのトットちゃん』という名著がありまして、その
本の中にトモエ学園の校長先生である小林宗作先生が、トットちゃんを見る
度に「君は本当はいい子なんだよ」と話しかけてくれたというエピソードが
あります。普通の子供と比べとても変わっていたトットチャンは公立小学校
から体よく落ちこぼされてトモエ学園に転校し、昔の汲み取り式のトイレの
中味をヒシャクで外に撒き散らし小林先生に元に戻しておくんだよと言われ
たりしておりました。昔女子短大の幼児教育科で英語を教えていた時に、こ
のエピソードを英訳して試験に出したことがありまして、「君は本当はいい
子なんだよ」という文章をYou’rereallyagoodgir1，1㎞ow．と訳しました。
その少し後で『窓ぎわのトットちゃん』の英訳本が出版されまして、そこで
は、You’rerealyagoodg丘1，you㎞ow．と、君（トットちゃん）はちゃんと
知っているよね、と念を押しているように英訳されていますが、今でも私は
1㎞OWの方が正しいし、1㎞OWでなければならないと思っています。「君は
本当はいい子なんだよ」という言葉には、他の人々はどう見ていようと、私
は君がいい子だと心から信じているよという小林宗作先生のトットちゃんに
対するbelieve－inmindが感動的に表明されていると私は思っています。（注14）
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　私どものような中堅大学の学生は、ほぼ良くも悪くもない偏差値の学生が
入学してくるのですが、同じような中堅大学の先生方と話していて一番いや
なことは何かと申しますと、「ウチの学生は頭が悪い、常識がない、こんな
ことさえ知らない、さっぱり勉強しようとしない、意欲がない」等々、自分
達の教えている学生がいかにダメな学生かを言い立てることです。教育とは
目の前の学生達の意欲と能力に対して希望を持つことから始まると私は思っ
ていますが、平均的なレベルの学生を端からバカにして教壇に立っている場
合、学生はそれを敏感に感じ取り決して教師に心を開こうとはしなくなるで
しよう。（注15）
2－2－2－2　学生を励ますことの大切さ
　教師が学生を励まし続ける態度がどんなに大切なことかは、私自身の体験
から間違いなく言えることです。大学院時代、私は2人の恩師、藻利重隆先
生と平田光弘先生にご指導頂きました。私にとりまして大学院時代とは、努
力しても努力しても実力が全く付かなくて出口のないトンネルを歩き続けた
日々で、私の人生で最も苦しかった日々です。私の兄弟子のうち2人は途中
で退学していきました。口の悪い友人からは、「藻利ゼミの落ちこぼれ」と
後々までからかわれているくらい、大学院時代の私は劣等生そのものでした
が、何とか今こうして大学で経営学を教えることができているのは、藻利・
平田両先生の眼差しがいつも私を励まして下さったからです。お2人の眼差
しは当時も今も私に次のように語りかけて下さっています。Ibelieveyou
candoit．私はお2人に励まされ続けながら今日まで歩いて参りました。藻利
先生は85歳というご高齢ですが、年3回の大学院O　Bの研究会に出ていらっ
しゃいまして、その度に「早く本を書け、早く博士号をとれ」とおっしゃっ
て頂いています。もうお一人の平田先生からも温かい励ましをいつも頂いて
おりまして、ご指導頂いた研究成果を昨年初めて学会でご報告させて頂きま
した。
　教師を職業とする者には、中々成長しないで苦しんでいる学生を根気よく
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励ましていく優しさが、きちんと叱ることのできる厳しさと同時に必要だと
思われます。
2－2－2－3　学生を見つめることの大切さ
　教師がある学生・生徒に対して期待しているのかどうかを誰の目にもはっ
きりと分かる形で示すのが、学生に注目する行為、関心を払う態度だと思い
ます。
　教師が学生に関心を払わず、無視することがどれほど学生の心を傷付ける
ことになるのか、次にこのエピソードを紹介しておきます。
　レゲエ数学者として有名な秋山仁さんが『週刊朝日』のエッセーの中で高
校時代の担任について想い出を書いていまして、その先生は、よくできるお
気に入りの生徒には○○ちゃん、普通の生徒は○○と呼び捨てにし、劣等生
の秋山さんは「それ」と呼び、物扱いしたそうです。（注16）この先生は自ら
の行為によって、秋山仁さんをout　offbcusに置き、zone　ofind盤rence（無
関心圏）の中に置いていることを、残酷なまでに鮮明に全ての生徒の前で明
示したのです。
　私のゼミを3年前に卒業した男子学生の1人は大変良く勉強し、いい卒論
を書いたのですが、彼は英語が苦手だったのですが、高校の英語の先生の1
人は、授業中学生に指名して順番に答えさせていく時に彼だけ飛ばしていっ
たそうです。彼は本当につらかったと私に語ってくれました。
　学生を無視しまともに相手にしていないことを明示的に示すことは、学
生・生徒をひどく傷付けることに教師という人々はより敏感でなければなら
ないのに驚くほど鈍感な人々が多いというのが私の実感です。勉強が不十分
であることをキチンと叱ること、間違いを指摘すること、しつけをすること
は教師にとり必要なことですが、無視するという「心理的制裁
（psychological　sanction〉」を学生に与える権利は教師には無いことを「教室
王国の王様」である教師は十分に自覚するべきであると私は痛切に感じてお
ります。
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　人間には大人も子供も誰にでも、「他人から注目して欲しい」という欲求、
「自尊の欲求」、「社会的承認の欲求」を持っているという事実は、もう少し
注意されていいことだと思います。我が家の2人の子供は、どちらも「お絵
かき」が大好きで、仕事をしている私のそばで、私の紙を取り上げ、私の2
Bの鉛筆を使い沢山の絵を描きますが、「ねえ見て見て」と必ず注目してく
れるようにと求めます。階段から跳び降りることができた、自転車がこげる
ようになった、上手にミニ四駆が組み立てられるようになった、その都度私
は「見て見て攻撃」を受けます。昨年の夏休みには東京ディズニーランドヘ、
春休みにはサンリオピューロランドヘ家族で出かけました。どちらでもパレ
ードと呼ばれるイベントを1日1・2回行なっているのですが、その時の男
女の踊り手達の顔は本当に生き生きと輝いています。そこは彼らにとってス
ポットライトを浴びる晴れ舞台なのであり、多数の観客に見詰められる舞台
なのです。
　私はよく学生に話すんです、「努力を惜しんではいけないよ」と。「会社の
誰も見ていなくとも、私はちゃんと君のことを見ているからね」とも話しま
す。私どもの大学にも勉強熱心で意欲的な学生が沢山おりますが、学生の大
多数は中学校、高校時代に先生や同級生から大きな注目を浴びた経験が殆ど
ない、目立たないその他大勢だったのではないかと推測致しております。私
のゼミの2年生に大学の付属高校から来た女子学生がいて、入学当初は強い
コンプレックスを持っていたようですが、私の、大学生時代になぜ一所懸命
に勉強しなければいけないのか、という話や、どう勉強していったらいいの
か、という話を聞いて大変熱心に勉強致しまして、今年度の経営戦略論とい
う私の科目の前期試験で大変いい答案を書きました。後期の第1回目の授業
の時に、君達学生達の中にこんなに良い答案を書いた学生がいると、ワープ
ロで打ち直したものを印刷して配布しました。学生達を激励する意味もあっ
たのですが、その学生にとりましても大きな自信になったようです。
　私はよくゼミ生にハガキを書きます。卒業生からの年賀状にも一人一人に
違った内容の返事を書くようにしています。学生を励ましたり、誉めたり、
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叱ったりと大変忙しいですが、教え子とは大変優しい存在だというのが私の
実感です。
　教育心理学の実験に次のような大変興味深い例がございます。新任教員と
ベテラン教員に、視線がどこに向いているかが分かる装置を頭に被らせて授
業をしてもらったら、新任教員の視線が限られた狭い所しか向けられていな
かったのに対し、ベテラン教員は説明をしながら全ての生徒に満遍なく視線
を向けていたそうです。授業をしながら、全ての生徒に満遍なく視線を向け
ることができるかどうかは、一回一回の授業のみならず、教師の学生に対す
る基本的態度として重要でしょう。
　立教大学名誉教授で経済学者であり、著作集を出しておられるK．N．先生
は、退官記念講演の中で、自分は良い教師ではなかった。とにかく研究に集
中したかったので、教育には力を注がずゼミの学生の顔と名前も覚えなかっ
たと話しておられましたのを立教大学の研究紀要で読んだことがあります。
K先生は大学者で私も尊敬しておりますが、自分でも認めておられるように
良い教師ではなかった、少なくとも大衆化された大学では良い教師とは言え
ないと私は思います。
2－2－2－4　教育することと学生とを愛することが一番大切
　先ほど教師は教壇の上から様々な情報を言葉だけでなく、表情やしぐさや
視線によって発信し続ける存在であると申しました。言葉もどのような言葉
を選び、どのようなイントネーションや声音で語りかけるのか、交差点で全
員の視線が信号（シグナル）に集まるように、教師のコミュニケーションは、
教室における「シグナル行動」と言えるでしょう。教師の発信している情報
から学生達は実に敏感に教師の心を見抜くのだということは、いくら強調し
ても強調し過ぎることはありません。
　学生を信じていること、学生を励ますこと、学生に注目し関心を持ってい
ること、の学生に対する思いを可能な限り教室で発信することが大切ですが、
それがテクニックとしてなされる場合、遠からず化けの皮ははがれてしまう
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でしょう。本心からそれが発信できるカギは、教師ということが心底好きで
あることと、目の前の学生を愛しているかどうかでしょう。新入教員の皆さ
ん、どうぞ教師という仕事を愛して下さい、そして目の前の学生を愛するよ
うになって下さい。大変生意気な学生もおりますが、先ほど申しましたよう
に教え子とは大変心優しい存在です。
2－2－2－5　高いコミュニケー一ション能力と感受性が必要
　教師は、自分達がどんなシグナルを発信しているのかに、いつも十分注意
している必要があるのはこれまで申してきたとうりですが、それと同時に私
達教師は、学生・生徒達が発信している様々かつ微妙なシグナルに敏感であ
る必要があります。激しい受験勉強の弊害と、深く広がりつつあるイジメの
問題は、現在の義務教育の抱えている2つの大きな問題ですが、組織として
の学校、個人としての教師が、適切な対応能力を欠いていることが明自とな
っているのは、イジメ問題、特にイジメによる自殺ではないでしょうか。義
務教育で「強制的に」生徒の生活時間の大半を拘束している学校が、イジメ
のシグナルを発見できずに最悪の事態が生じた場合、残された両親の悲しみ
はいかばかりでしょうか。個人の教師に1人でイジメを解決するように求め
ることは、過酷過ぎる期待ではありますが、両親が見ることのできない学校
の場で、子供の発するシグナルを発見し解読していくことは教師の避けるこ
とのできない責務でしょう。
　大変極端なイジメの例をとりましたが、私が申し上げたいことは、教師に
は、生徒・学生のシグナルに対する感受性と読み取り能力（情報リテラシー
と申しますが）が大変重要なのだという事実であります。私達教師は、知識
情報のクリエーターであると同時に、生徒・学生の発する情報の秀れた翻訳
家でなければならないのです。
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2－a　良き教師の技術的要因
　次に、良い教師が高い教育成果を上げるために必要な能力、あるいは「教
育技能（educational　skill）」と呼ばれるものの具体的内容と、その技能を高
めていくことを可能にする学習方法とについてお話ししたいと思います。
2－3－1　秀れた教材をどう作るか
　　　　　一How　to　make　my　song？一
　私はよく自分のことを「自鶴大学のシンガー・ソング・ライター」である
と半ば本気で学生達に語ります。関連資料の収集、観察、直接的インタビュ
ーなどと、資料を介しての間接的情報収集と、フィールドワークによって私
は、年問110～120回分の話（1回当たり400字詰原稿用紙で60枚位〉の殆ど
全てを自分だけのオリジナルな話として作っております。例えば、学習する
店舗であるセブンーイレブン、週刊少年ジャンプ、任天堂、すかいら一く、
ミニ四駆、インスタントラーメン、コジマ、カンセキ、3M、ウォルマート
等々、大学の研究室だけでは入りきらず、我が家には講義用資料と、講義ノ
ート、研究用資料が山のように溢れております。
　私は3種類の経済紙と、日経ビジネス、日経レストラン、他3冊の経済雑
誌を購読しています。大学の図書館で週刊東洋経済他20種以上の雑誌を絶え
ずチェックしコピーを取り、資料整理をするという生活を10数年続けており
ます。私の仕事時間の半分以上は資料の収集と整理とに使われています。大
学内で私は、授業・会議・昼食時以外は、図書館かコピー室で見つかると言
われています。大学教師を大別して、「メーカー型プロフェッサー」と「商
人型プロフェッサー」とに分けた場合、私は典型的なメーカー型プロフェッ
サーだと言えるでしょう。
　私の体験的に身に付けてきた教材作成方法は、次図2－1の通りです。
（注17）今お聞きの皆さんは、教材そのものをご自分で作るということは最初
の内は少ないと思いますが、いい参考書、オリジナルな参考書を自分で作っ
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てみよう、という長期的目標を常に持って教材研究に励まれることをお勧め
したいと思います。教えることとは全く異質な活動である教材作りは、大変
な労力を必要とするものですが、あえてその苦労を背負うことは皆さん自身
を大きく成長させてくれることだと私は確信しております。
図2－1　Yanagawa’sstorymak㎞gsystem
?ー???????
（A）continuoustnfb皿ationinputprocess
　①社会と企業の観察（直接orメディア）
　②関連型読書、場当たり型読書
（B）themesensitivity
　①柳川の知的好奇心
　②柳川の直感的感受性
（C）themediscove甲
????????
（E）tnfbnnationre一血putprocess
　　　①YanagawaFi㎞gSystem
　　　②inte而ew
　　　③アンケート
（F）infbmlationma1Tiage
（G）th血k伽oughandreth肱　ぐ
（D）丘ameworkbuild血g
　テーマ分析の為の分析
　枠組みの選択と創造
　専門書、専門論文の読破
b励ofnew　stゆry
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2－3－2　知識をどう説明しどう話していくのか
　　　　　一How　to　sing　my　song？一
　次に教育成果を上げる為に、教材はどのようにして説明され伝えられてい
くべきか、という問題を述べていきたいと思います。
　例として、日本の抱える大きな問題である子供の数の減少、「少子化」を
説明することを考えてみましょう。次図2－2のように、少子化を説明する
キーワードが示され、原因一結果の関係が矢印で示されています。これを一
般式で書くと、
被説明対象（ex．少子化）←説明要因（ex．晩婚化、家事の外部化、社会的結
婚圧力の低下、etc．）
と示すことができます。この場合、説明には2種の別々の内容があることが
注意されなければなりません。まず1つ1つのキーワードを簡潔に分かり易
く説明する「ことば的説明」が為される必要があります。このことば的説明
をきちんと行なわないので生徒・学生が授業内容を十分理解できないことが
よくあります。このことば的説明を理解可能な内容として話せるかどうかが
第1のポイントになります。第2にキーワードをつなげていって、なぜ少子
化が生じたのかの「因果的説明」が、学生に納得して受け入れられた時に、
もうひとつの説明が完了します。この因果的説明は、先程のことば的説明が
知識の学習・理解・記憶であったのに対し、知識の適切な連結化であり、知
識を組み合わせて現実を説明しようとする試みであり、ことば的説明より1
次元上のレベルです。大学における知識の伝達に典型的に見られることは、
ことば的説明と因果的説明が二重構造になって同時的に進められていくこと
です。
　少し話が難しくなりましたので、具体的な例を示しながら、特にことば的
説明の仕方に十二分に注意することとはどういうことを意味しているのか
を、もう少し分かりやすくお話ししてみたいと思います。
　今、下の5歳の娘に毎晩絵本を数冊寝る前に読んであげているのですが、
みにくいアヒルの子も、竹取物語も皆ひらがなで書いてありますからアイウ
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図2－2　少子化の説明の概念図
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エオを知っている子供なら読めますが娘は話しの途中で、「それはどういう
こと」、「それは何」と聞きます。そこの所を分かりやすい、娘に理解可能な
日本語に置き換えていくことが、ことば的説明の内容です。
　図書館の司書さんになりたい人々が学ぶ図書館学という学問の中に、スト
ーリー・テリング（読み聞かせ）という科目があります。アメリカの図書館
から日本に輸入されたもので、図書館の司書さんが、①童話を完全に覚えて、
②自分の中で消化して、自分のものにして、③子供相手にしゃべって、④童
話の面白さを教えること、をその内容としています。元の童話で使われてい
た言葉を、子供の理解可能な言葉に置き換えていけるか、子供の持っている
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ボキャブラリーのみで元のストーリーをどう語っていくのかがポイントで
す。松岡享子さんという絵本の作家、絵本研究者の方が、『たのしいお話
お話を子供に』（日本エディタースクール出版部、1994年〉という本の中で、
ストーリーテリングについて次のことを書いておられます。（注18）話し手と
聞き手の双方にとり頼れるのは言葉だけなので、言葉をよく吟味することが
最も大切である。言葉をよく吟味することは、①単純・簡潔な言葉をえらぶ、
②順序よく話す、③らくに話せる長さの文章にする、という3つのことを
意1珠している、と。
　この松岡さんのストーリー・テリングのポイントは、絵本のみならず、小
中高校、そして学習塾や予備校、大学においても教師は十分に留意する必要
がある事柄であると思われます。よく言われる笑話なのですが、大学教師に
3種類あると言われています。①自分でも良く分かっていなくて、難しい話
をする教師、②自分では良く分かっているけれども、難しくしか話せない教
師、③自分で良く分かっていて、しかも難しい話を分かりやすく話せる教師、
の3つのタィプです。第2のタイプの難しくしか話せない教師の大多数は、
聞き手の理解可能な言葉で話すストーリー・テリングが未熟なのだと私は思
います。（注19）
2－3－3　教育技術を身に付ける学習方法
2－3－3－1　3つの学習方法
　それでは次に、良質の教材を作る力と、ストーリー・テリングカを高めて
いくには、どんなことに注意して学習していったら良いのかをお話ししまし
ょう。
①活字から学ぶ
　教育学、教育原理、授業方法論、教育心理学、学習心理学、授業事例等々、
　教育方法を活字を通して学ぶことは、必要最低限の前提課題ですが、活字
　で学んだことを実践に移すことが極めて難しいことは、よく知られている
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　事実です。知行合一という言葉がありますように、知っていることと、実
　行できることとの間には、大きな越えがたい溝があります。知識として得
　たことを実地に試しながら自分のものを工夫していくことが大切でしょ
　う。
②秀れた授業から学ぶ一benchmarking一
　最も秀れた授業の実践例（best　teachi陰g〉を観察学習し、洞察し、意識的
　に模倣し、自分の授業をより良いものへと変革していこうとする学習方法
　がこのベンチマーキングです。最も秀れた実践例がどんな授業なのかを決
　めるのは、①学習者の抱えている学習課題（導入のやり方、板書方法、発
　問の仕方、誉め方・叱り方、作文指導等）に最も適合的かどうかという
　「課題適合性」と、②模倣すべき授業の実践者の能力に、学習者が追い付
　き可能な能力を持っているかどうかの「能力適合性」である。能力不適合
　とは、左利きのバッターが右利きのバッターを模倣学習することは難しく
　かつ効果的でないことや、相撲取りの場合、体の小さな人ががっぷりと組
　んだ四つ相撲は向かないこと等の例からお分かり頂けるのではないでしょ
　うか。
③自分の失敗から学ぶ一anti－benchmarking一
　自分の授業の失敗から、その原因を発見し、その原因を除去し、自己修正
　していくことを通して教育技術を高めていく方法です。
2－3－3－2　柳川によるbenchmarkingの実践例
　私は恩師の藻利先生や平田先生から多くのことを模倣学習致しましたが、
女子短大時代に、次の3先生の授業に学生に混じって参加し多くのことを学
びました。
①松原元一先生担当の自然科学概論
　岩波文庫のポアンカレの哲学的著作を学生に話しておられましたが、18歳
　の女子学生に理解させようと、かみくだいてかみくだいて、これ以上やさ
　しくはならないレベルまで説明の努力をしておられました。
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　この授業から、どんなに難しい事柄でも聞き手のレベルに合わせて説明可
　能であることを学ぶことができました。私はこれ以上やさしくすることは
　もう無理かなと思う度に松原先生のことを想い出し、もう少し工夫しよう
　と努めて参りました。（注20）
②森崎初男先生担当の電子計算機概論
　私は大学生時代にコンピューターの授業を取りましたが、コンピューター
　は遂に動いてはくれませんでしたが、女子学生の殆ど全てがコンピュータ
　ーを動かせるようになる（勿論私もできましたが）ことを体験して、誰が
　教えても内容は変わらないはずの科目でも教師の教え方によりこんなにも
　違うのかと本当に驚きました。
　この授業から、①学習すべきポイントを絞り込むこと、②学生のつまず
　きやすい見えないハードルを乗り越えさせることが教師の腕であること、
　③学生に小さな成功を体験させ達成感を持たせることの大切さを学びまし
　た。特に自分の話の中の何が見えないハードルなのかを考えるクセが身に
　付きました。
③榊原清則先生担当の生産管理論
　さきほどの2つの授業は私の勤め先の女子短大で聞かせて頂いたのです
　が、榊原先生の授業は、東京の一橋大学まで毎週聞きに通いました。この
　授業からは、①経営学は事例研究で授業をすると大変面自いこと、②事
　例研究をどのように行ない、どのように分析すると面自くなるのか、③最
　後まで学生の興味を引き付けていく話の組み立て方と説明の仕方など、実
　に沢山のことを学びました。その後の私の経営学の授業は、榊原先生から
　の大きい影響を受けて成長・進化して来たと自覚しております。
2－3－3－3　柳川によるanti－benchmarkingの実践例
　次に私が教壇に立ち始めた時に意識的に行ないました（勿論今でも行なっ
ておりますが）、自分の授業の欠点を克服していった方法を述べてみたいと
思います。
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①講義をテープに録音し聞き直す
　私の研究室の片隅に、最初の3－4年間の経営学のテープが静かに眠って
　います。授業終了後にそのテープを聞き直すのですが、その下手さ加減に
　随分と気が滅入ったものです。私は早口過ぎたこと、説明が不十分なこと、
　説明の順序がうまく配列されていないこと等、実に多くの欠点に気がつく
　ことができました。
②講義終了後の学生アンケート
　最初の2年問、毎回講義が終了する度に、今日の話で分からなかったこと
　を学生にアンケートで聞きました。自分の理解していることを、どのよう
　に話せば学生が理解可能なのかを体験的に学ぶことに、このアンケートは
　大変役に立ちました。（注21）
③講義終了後の学生インタビュー
　講義を前の席で熱心に聞いてくれていた4人の学生に、毎回授業の感想を
　聞きました。アンケートよりも、より深く具体的に問題点を発見するのに、
　このインタビューは役に立ちました。
④学生のノートを借りてコピー
　最も熱心に出席し、良く勉強している学生から、学年末にノートを借りて
　コピーすることを今でも続けています。
2－4　良き教師の構成要因の概念図
　これまで長々と述べて参りました、良き教師とは、どのような資質や態度
や能力によって形成されているのか、またそのような主要素が、どのように
すれば身につくのかの全体的モデルを次に図示しておくこととしましょう。
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図2－2　艮き教師の形成要因
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3．Leamlng　Makes　Your　Future
　それでは本日の講演のタイトルでありますLeamingmakes　yourfht皿e．と
いう話を次にさせて頂きたいと思います。
　良き教師の必要条件である教育技術（educational　ski11）を高めていくと
ともに、人間としての豊かさと奥行きを深めていくための最短距離、王道は、
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「継続的に学習をしていくこと」以外にはありえないと、私は確信しており
ますし20年以上に渡り実践して参りました。私は大学で新入生にも卒業生に
もここ2年ほど“LeamingMakesYo皿Fut皿・e．（学習は君達の未来を拓く〉”
という言葉を贈っています。私達、教育に携わる人間には勿論のこと、会社
員も公務員も自営業者も等しく、学習を通して仕事能力（スキル、skm）を
高め深めていくことは幸せにつながることだと、私は信じているからです。
　知識社会と知識労働者
　高名な経営学者であるP　F．Druckerは、来たるべき新時代を、それは情報
化社会とも呼ばれておりますが、「知識社会（㎞owledgesociety）」と名付け、
その社会の新い沖心的労働者を「知識労働者（㎞owledgeworker）」と名
付けました。（注22〉弁護士や公認会計士等の専門職ばかりでなく、企業の研
究開発エンジニア、新事業を創造する企業者、そして教育に携わる私達教員
も典型的で代表的な知識労働者であります。ナリッジ・ワーカーとは、新し
い知識を生産し第三者に販売していくことを自らの職業とする者です。
　新しい知識を生み出すための膨大な情報のインプット活動と知識創造活動
とは、「学習（leaming）」に他なりません。私達教育に携わる者は
㎞owledgeworkerであると同時に1eamingworkerなのであります。そのよ
うな私達教育者にとり学習することは「生きることそのもの」を意味してい
るわけです。私は毎朝起きて顔を洗いヒゲを剃りご飯を食べ、その後毎日原
稿用紙に向かい参考資料を読んでメモを作るという生活をしております。来
たるべき新世紀は、私達の時代なのです。
　私達教育者を含めて労働者にとり学習活動が不可欠であることには、次の
6つの理由が考えられます。
①知識創造企業は学習する社員が担う
　まず第一に、新しい知識社会の企業の本質は、知識創造をその中核的活動
内容としていることが挙げられます。一橋大学の野中郁次郎先生は、そのよ
うな企業を「知識創造企業（㎞owledge　creating　company）」と名付けてお
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られます。（注23）例えば私が論文を書いております「セブンーイレブン」は、
P　O　Sシステムで集められた商品販売情報を素材に巡回指導員（O　F　C〉が、
最適な品揃えを毎日毎日学習し提案していく「学習する店舗（leaming
store）」であります。また「集英社週刊少年ジャンプ」も、毎週送られてく
る読者アンケートハガキの情報を素材に漫画家と担当編集者（editorialstafD
が知恵を寄せ合い、もっと面白いマンガに進化させていく「学習する雑誌
（leaming　magazine）」であります。いずれの場合でも、巡回指導員と担当
編集者という「学習する社員（leaming　employee）」が企業の競争力の源泉
なのです。
　大学や学習塾も典型的な知識創造企業であり「学習する組織（leaming
organization）」であり、leaming　employeeの優越性が、そのまま組織体の
市場競争力の差別的優位性を決定するのであります。従いまして、組織にと
り最も望ましく必要不可欠な社員は、学習し続ける社員なのです。
②学習が職場を確保する
　第二に、学習を続け良い授業ができる良き教師になることは、私達の職場
を確保していく上で不可欠の前提条件です。企業が私達に与えてくれる誘因
を上廻る利益（二貢献）を私達が企業に与えていくことができれば、私達は
企業にとり必要不可欠な社員になれるのです。昨今、日本企業でよく見られ
るようになったリストラ、ダウンサイジング、人減らしの嵐から自分の身を
守る為には、「卓越した仕事能力（adv｛mtagedskill）」を学習によって身に
付け、企業の役割期待に十分応えていくことが必要でしょう。学習による卓
越した仕事能力の獲得こそは、私達の職業生活の未来を明るくしてくれるも
のなのです。
③学習は保険である
　学習を重ね卓越しているばかりでなく、自分とともに持ち運びできる
portable　skU1を身につけておくことが必要不可欠なのは、企業や組織体の存
続に「絶対」は無いからです。（注24）私どもの大学や開倫塾さんは大丈夫だ
と思われますが、銀行でさえ倒産する時代です。明日は何が起きるか予測不
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可能な時代です。私は、良く言えば慎重な性格、悪く言えば大変気の小さな
人間ですので、随分以前からコツコツと勉強を積み重ねて参りましたが、そ
れは万が一の場合、portableでmarketableなスキルを身に付けておいて「転
職可能性（trans飴rability）」を確保しておきたいと常日頃から考えているか
らです。私には愛する家族がいます。毎年200万円以上を研究活動に消費し、
毎年10本前後の論文を書き、夏休みも春休みも土日も机に向かっているのも
全て、まさかの時に対する「保険」なのです。自由主義社会とは、「自己責
任社会（self　help　society）」に他ならないことが銘記されるべきでしょう。
④学習は社会的信用の基盤である
　第4に、継続的学習を通して高い仕事能力を身に付けておくことは、皆さ
んの社会的信用の基盤を形成することが指摘されるべきでしょう。大学教師
である私の昇進、昇給は、研究論文の質と量だけによって決まり、どんなに
良い教育を行ない魅力溢れる話をしてもそれは全く昇進・昇格とは無関係な
のですが、学生から「面白く分かり易い」という評価を頂くことは私の社会
的信用を高めることを意味していると思われます。また私は外部の様々な機
関から調査や講演や原稿を依頼されます。県庁、市役所、商工会議所、県商
工会連合会、とちぎ総研、県経済同友会、私企業等から仕事が依頼されます
と、私は可能な限り積極的に応じております。人脈が形成され重要な情報を
入手することができるからですが、よく勉強していていい仕事をして、依頼
者を満足させる調査結果を出し、レポートを書き、話をできなければ、2度
とお声はかからないのです。東京ディズニーランドの成功の秘密は、何度で
も繰り返し訪れるリピーターが入園者の80％くらいを占めているからです。
　私は勉強を重ね、多くの人々や機関から、また頼みたい、また話を聞きた
い、というリピート・オーダーが頂けるような「社会的信用」を蓄積してい
きたいと考えております。社会的信用こそが、私の「見えざる資産」だと思
っております。
⑤学習と運とprepared　mind
　継続的学習が私達にとり必要不可欠である第5の理由は、それが「運
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（opportunity〉」を掴まえるための前提条件だからです。私達は成功した人
のことを「あの人は運が良かった」とよく申しますが、英語の諺に
Opportu血ty㎞ocksateveryman’sdoor．とありますように運は私達に平等に
訪れるのです。しかしごく少数の人々のみが、不断の準備によって運を掴む
ことができるのです。
　運を自分のものとできるように、普段からコツコツと努力を重ねていこう
とする心の在り方を、心理学でpreparedmindと申します。「待ちかまえる精
神」とでも訳せるのでしょうが、prepared　mindの実体は持続的学習なので
す。私は常日頃から学生にpreparedmindの重要性を話しておりますし、私
自身にも言い聞かせ実践して参りましたし、実際に運を掴まえることに成功
したと思っております。（注25）帝国ホテルの元料理長である村上信夫さんに
こんなエピソードがあります。帝国ホテルで初めてフランスヘ料理の勉強に
コックさんを留学させるという計画が立てられました時に、途中入社の村上
さんの上に沢山の先輩シェフがおられましたが、手を挙げてフランス留学の
第1号となったのは村上さんでした。彼はフランスヘの留学制度がなかった
にもかかわらず、随分前からフランス語の勉強を続けていたからです。フラ
ンス語の学習が、村上さんを一流シェフに成長させたスプリング・ボードだ
ったのです。
⑥学習は美味いビールを保証する
　満足できる良い授業ができたと思えて教室を後にした日や論文の書き上が
った日に飲むビールは、この上もなく美味しいものです。毎日毎日満足のい
く仕事ができて、家へ帰ることは、私達の心の平安のみならず、家族の幸福
にとっても大前提なのです。美味しいビールの為にも、コツコツと学習を重
ねましょう。
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甘い誘惑に負けないように
　持続的な学習を続けていくことを阻害する要因が私達の仕事そのものと、
私達の心の中に潜んでいることに十分注意することが必要です。
　私達大学教員にも、皆さんのような学習塾の教員の方々にも、学習を続け
る必要性はとりわけ高いと思われますが、それを妨げるいくつかの要因があ
ります。まず第一に私達の勤務時問は一般のサラリーマンと比べ相対的に短
いと言えます。私は週3日大学で教えていますが、最も多い時間数の時でも
4時間半しか授業はありません。私達は大変な「時持ち（time－rich）」であ
り多くの自由時間に恵まれていますが、その自由時問をどう使うのかは
100％自分の意志決定に委ねられており、100％勉強に使っても、100％遊び
に使っても誰も何も言わないのです。時間を効果的に管理し、自分を高めて
いく為に時間を使っていくのには、強い「セルフ・コントロール能力」が必
要です。私の場合週3日勤務、年30週授業という大変特殊なケースで、入試
その他の学校行事を含めて年に145日を大学に拘束され、残り225日は完全に
自由です。225日をきちんと勉強をしている人とそうでない人との間には5
年間で決定的な格差がついていきます。誰からも強制されない自由時間に勉
強を重ねていくセルフ・コントロールの根底には、仕事への強い「責任感」
と、仕事に対する「プロフェッショナリズム」とが存在していると思います。
誰も監視していない多くの自由時間を、生産的に使わずついつい遊んでしま
わせてしまう甘い誘惑の罠は私達の回りに満ちあふれています。Spendtime
smart．時問は有効に使いたいものです。
　さらに私達の仕事は、生徒・学生に知識を伝達していくことを主内容とし
ていますから、何年か教えているとかなり上手に教えることができるように
なり、最初の時ほど予習をしなくても、まあまあこなせるようになり、典型
的なルーチン・ワーク化していきます。大抵の教師はそこで勉強量が激減し
ていきます。私の大学生時代には、毎年全く同じ話をして試験問題まで全く
変わらないという先生が何人かいました。それでは「人間テープレコーダー」
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と何ら変わるところはありません。慣れ過ぎることを避けて、毎年新しい工
夫を重ね、より効果的な教育の仕方を模索し続けるところに、知識労働者、
学習する従業員の真骨頂があることを忘れないで欲しいと思います。
4．いくつかの心構え
4－1　良き教師になるには長い旅が必要
　　　一ゆっくりと急ごう一一
　これまでお話しして参りましたことは、良き教師になる為の方法論でした
が、短期間に一気に良き教師になることは誰にとっても不可能なことです。
良き教師になることは、富士山の頂上のような高い目標であり、そこに到達
するまでには20～30年の長い旅が必要です。大事なことは焦ることなく、
slowbut　steadyで、ゆっくりかつ着実に歩んでいくことが大事なポイントで
す。
図4－1　should－want－can
良き教師＝should
　　　　（長期的・網羅的到達目標）
want　（短期的・部分的到達目標）
can　（現実的目標達成度）
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　図4－1に示されているように、はるか遠くのshouldのずうっと手前に差
し当たりの良き教師の一部分を表わすwantがあり、そのwantにcanが一所懸
命に追いつこうとしているのが、私の歩いてきた旅のモデル化されたもので
しょう。最終的にcan＝want＝shouldと重なり合うことが目標ですが、私も
まだ旅の半ばに辿り着けたかどうかという状況だと存じます。
　ゆっくりと急ごう　一能力はステップ関数である一
　大学院時代の恩師の一人である藻利先生は、努力しても努力しても、ザル
で水を汲むように空廻りし続ける私を見て、「ゆっくりと急ぐんだよ」とア
ドヴァイスして下さいました。大学で教えるようになって10年くらいして、
ようやく私は、あの時先生はこういうことをおっしゃりたかったのだなと、
腋に落ちました。
　「急ぐんだよ」という言葉で、こうなりたいという理想の大学教師・研究
者をはるかかなたに目指して、ひたすら、倦まず弛まず努力を重ね一日でも
早く目標に近づきなさい、ということをおっしゃりたかったのだと思います。
夢を1日も早く実現しなさい、というアドヴァイスでした。
　「ゆっくりと」という言葉では、努力の量は意識的にコントロール可能で
長時間続けていくことも本人次第で可能だけれども、能力が外に現われて出
てくるまでには長時間が必要で、いつ現れるのかの予測も全くつかない、努
力が表出化する途中で諦らめて努力を放棄することのないように、というア
ドヴァイスをして下さいました。努力と能力の関係は1次関数で1対1に対
応するものではなく、「ステップ関数」なのです。ステップ関数とは階段を
真横から見たような形をしていて、努力をインプットし続けても外に現れる
ことはなく同じ能力状態が続きますが、ある日突然ポーンと飛躍します。結
果が中々現れてこないけれども、焦らず努力し続けなさい、というアドヴァ
イスだったと今はそう思っております。
　皆さん、努力は必ず報われますが、努力が形となって外に現れるまで、諦
めることなく耐え続ける根気が必要です。
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4－2　燃え尽き症候群にならない為に
　良き教師になるまでの長い旅の途中で、私達は、大きな病いとカゼに悩ま
されることが多いと思いますので、次にその話を致したいと思います。
　医師や看護婦という健康弱者に対する「対人ケアサービス」を仕事をする
人々と、生徒・学生という教育弱者に対する対人ケアサービスの職業につい
ている人々に最も多く起こる病に「燃え尽き症候群（bum－out　syndrome〉」
と呼ばれる病気があります。仕事にエネルギーと精魂を使い果たして心が疲
れきって遂に倒れてしまい、やる気を全く失ってしまうというのが、その症
状です。この病いは、いいかげんでチャランポランに仕事をしている教師や
看護婦・医者は全くかからないで、真面目で熱心で良心的な人間がかかりや
すいという厄介な特質を有しています。
　なぜ対人ケアサービスに従事している良心的で熱心な医者・看護婦・教師
が、バーン・アウト・シンドロームにかかりやすいのかというと、この仕事
特有の4つの理由が考えられます。
①教育技術はゆっくりと身に付く
　子供達になぜファミコンが人気があるのか、その理由のひとつに「技術の
向上」が目に見えて分かり易いということがあります。ところが教師にとり
技術の獲得の実感は中々分かりにくいという特徴があります。多くの努力を
積み重ねても実力が付いてきたかどうか確信が持てず不安感にさいなまれて
しまう。このことが大きなストレスを生み出します。
②モモクリ3年カキ8年、教育成果は？年
　子供達にファミコンが人気があるもうひとつの理由は、情報をインプット
すると、そのアウトプットが即座に画面上に現れるという「成果の即時的可
視性」という特質を持っているからです。教師の努力は、中々生徒の大きな
変化として現れにくい、成果が現れるまで時間がかかる上に、成果には大き
なバラツキがあるのが普通です。20年以上も前に、『自由と規律』という岩
波新書を書かれた慶磨大学の池田潔先生が『暮しの手帖』のエッセーの中で
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次のような話をしておられました。（注26）池田さんのお兄さんは蘭の栽培家
として有名な方だったそうで、ある時そのお兄さんが池田さんに向かって、
「蘭の花は手をかけてやればかけてやる程美しく咲いてくれる。それに比べ
てお前のやっている教育というのはいくら手をかけてもさっぱり咲かないの
もあるじゃないか」と悪口を言われたという主旨のエッセーでした。どんな
に善意と情熱を傾けて教育や医療に当たっても、さっぱり成果の出ないこと
がよくあります。私達の努力は一体何だったのだろうかと、深い虚無感に囚
われるのは極めて自然なことです。
③教育努力に終わりはない
　私の今日の講演は2：30頃に終わります。バスや電車にも終点があります
が、教育とはこれで十分だという終点の見えにくい仕事です。真面目で熱心
な教師ほど、もっと良い教育をしなければ、と限度のない努力をしがちであ
り、オーバーワークとなって疲れ切ってしまいがちです。生身の肉体と柔ら
かな心の持ち主であることをいつも忘れないようにしなければならないでし
ょう。
④感謝知らず
　井上陽水の歌に「感謝知らずの女」という面白い歌があります。いろんな
高価な物を買ってあげても君は全く感謝しないという内容ですが、教育や医
療という仕事はこちらがどんなに心を砕いてサービスをしても、常に感謝さ
れるとは限らないし、時には恨まれることさえあります。同じサービスに対
して返ってくる感謝には大きなバラツキがあるし、何もないことも多く、
「こんなに一所懸命にやっているのに」と砂を噛むような味けなさを感じが
ちです。このことから無力感を感じるのは当然のことでしょう。（注27）
　以上の4つの理由から、熱心で真面目な先生に発病しがちなバーン・アウ
ト・シンドロームにかからない為にはどうしたらよいのか、次にその予防策
を話してみます。（注28）（注29）（注30）
①待つことを知れ
　教育技術や教育成果は、極めて長期間の発酵期間を必要としていることを
一309一
柳　川　高　行
よく理解して、コツコツと努力を重ねるとともに性急な成果を求め過ぎない
ことです。
　私の大好きな山本周五郎さんの作品に『赤ひげ診療言剃という話があり、
その中に「徒労に賭ける」という章があります。医師や教師にはどんなに努
力しても成果の出ないように見える徒労に賭け続ける強い勇気が必要でしょ
う。
②完壁主義にさよなら
　私達はよく「ベストを尽くします」という言葉を口にしますが、大学で週
6回講義を行ない、委員会その他の仕事を行ない、研究論文を執筆し、父親
や夫としての役割を果たす、という多種多様な「社会的役割の束（たば）」
を私は毎日実行している訳です。その役割全てを完壁にこなせるのは「スー
パーマン」だけでしょう。私はよく「domygoodで十分なんだよ」と自分に
言い聞かせるようにしています。全てのことにベストを尽くすという途方も
ない目標は捨て、完壁主義のワナに落ちないことです。真面目過ぎる人、熱
心過ぎる人は、いい意味で「少しいいかげん」になるように努力する必要が
あります。
③教育にオツリを求めてはいけない
　私自身若い時には、学生から感謝が返ってきて欲しいと強く思っておりま
したし、今でも卒業生からそんな内容のハガキを頂くと大変嬉しく思います
ことは事実ですが、今は「教育とはオツリを求めないものだ」と思うように
なりました。私が熱心に教育しながら見返りの少なさに不満を感じているの
を側で見ていた尊敬する若き経済学者である森崎初男氏が私に「教育にオツ
リを求めてはいけない。教育とはある面でお節介なのだ」とアドヴァイスし
て下さいました。私自身もう一度生まれ変わってももう一度教師になりたい、
教師は私の天職（calling、vocation）だと思っておりますが、その職業に就
けたことそれ自体が私への報酬だと思っています。好きな事を職業にできる
幸運な人はそう多くはないのではないでしょうか。
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④メンターとメンタリング
　上で述べたような心境に今は辿り着くことができましたが、私自身仕事上
の悩みをいつも抱えておりましたし、現在も沢山抱えております。悩んでい
ることがらを相談し解決を援助して下さる方が何人かおられましたので私は
今日まで仕事を続けてくることができました。
　仕事上の悩みを受け止め、援助して下さる人の事をメンター（mentor）
と呼び、メンターによる援助活動をメンタリング、この場合より正確には
career　support　mento血gと言います。組織の中で仕事をし成長していく為
には、このようなメンターの存在が不可欠です。本人が信頼できる上司や先
輩からメンタリングを受けることができるように、組織的な工夫を企業側が
予め準備しておくことが必要不可欠ですが、自分でもメンターのネットワー
クを普段から心がけて作っておくべきでしょう。（注31）
4－3　心がかぜをひいた日に
　私達は生身の人間であり心と感情とを持って生きていますから、仕事は勿
論のこと、仕事を離れた人間関係や、家族、自分の性格のこと、将来のこと
等々、悩みの種は尽きませんから、時々落ち込んでしまうことがあります。
（注32）時には何の理由もなくふと元気を失くし淋しくなることは誰にでもあ
ります。心が落ち込んだ状態を英語でdownheartedと申しますから人間の心
の動きは洋の東西を問わないのでしょう。
　英語にephemera1という形容詞があって、「もろい、はかない、傷付き易
い」という意味ですが、私達の心はephemeralそのもので、何の原因も思い
当たることなく、ユウウツになったり、何もする気がなくなったりとカゼを
引き易いものです。年齢が増え社会生活が長くなっても、心がカゼをひくこ
とは誰にでもあり、人知れず涙をこぼす日があるものです。（注33）
　心がカゼをひいた時に必要なのは、仕事上の困難の援助者であるメンター
とそのメンタリング、career　support　mento血gとは全く異なる性格のメン
ターと、メンタリングであり、より正確にはpsycho－socio　mentoringが必要
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不可欠なのです。そのようなサイコ・ソシオ・メンターこそは、心の友であ
り「雨の日の友」なのだと私は思っております。
雨の日の友　arainyday’sfriend
　人問は孤独には弱いものです。以前短大で18歳の女の子に経営学を教えた
時に一番最初に話したのが、「ハローキティー」という猫のキャラクターで
有名な「サンリオ」という会社の話でした。大変ユニークな会社で「人は1
人では生きられない」、「愛と友情を売る」ということをコーポレート・スロ
ーガンにしている会社でした。人は互いに支え合って生きていくのだという
人間観に基づくビジネスをしている会社でした。
　我が家の子供は小学2年生と幼稚園児で、毎晩寝る前に絵本を2～3冊読
んであげるのが私の役目なのですが、その中の1冊に『泣いた赤鬼』という
話があります。（注34）こんな話です。昔々ある所に大変仲の良い赤鬼さんと
青鬼さんとが住んでいました。赤鬼さんは近くの村の人間達とも仲良くなり
たいと、遊びにきてくれるようにと看板を立てましたが、村人達はこわがっ
て遊びに来てはくれません。友達の青鬼さんが一計を案じ、青鬼さんが村人
をいじめている所に赤鬼さんが助けに駆けつけ“いい鬼”であることを印象
付けようとプランを立てました。作戦は図に当たり、赤鬼さんは村人の人気
者となり村人達が赤鬼さんの家に遊びにきてくれるようになりました。しば
らくして、青鬼さんが長いこと姿を見せなくなったことを心配して赤鬼さん
が青鬼さんの家へ行ってみると、置手紙を残して青鬼さんは旅に出ていまし
た。手紙には青鬼さんが赤鬼さんと仲が良いことがバレると、村人達がまた
赤鬼さんを怖がり折角仲良くなれたのが元に戻ってしまうから、旅に出ます。
いつまでも君の友達、青鬼より、と書いてありました。
　英語の慣用句にa鐡r　weather出end、「晴れた日の友、晴天の友」という
言葉があります。（注35）こちらが人生の上昇気流に乗り、順風満帆の時は笑
顔で近づいて来るけれど、一旦逆境に落ち、落ちぶれていくと、すぐに離れ
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ていくような友達のことを言います。英語には無いのですが、晴れた日の友
の正反対の友のことをarainyday’sfdend、「雨の日の友」と言っていいの
ではないかと私は思っています。私には恩師、親友、妻と子供達という雨の
日の友がおりまして、人生の多くのピンチを凌いで参りました。城山三郎さ
んの小説の中に『毎日が日曜日』という名作があります。うだつが上がらな
い商社マンが主人公なのですが、その人のセモ）フに「世界中が敵に廻っても
自分には家族がいる」というのがあります。私達には「傷付いた心の停泊所」
が必要不可欠なのです。
誠実さ（Honesty）が大事な鍵
　私達の人生にとり不可欠な雨の日の友が自分にもできる為の必要条件は、
誠実に生きていくことだと私は確信致しております。ビリー・ジョエルに
「Honesty」という歌がありまして、私大好きなんですが、次のような歌詞
があります。
　　　　HONESTY
　　　　Ifyousearchfbrtendemess
　　　　It　isn’t　hard　t｛）血d
　　　　You　can　have　the　love　you　nee（1t疋）五ve
　　　　But　ifyou　look　fbr　t川th価ess
　　　　You　mightjust　as　we皿be　bhnd
　　　　Italways　seemstobesohardtogive
　　　　Honestyis　such　alonelyword
　　　　EVeryOne　iS　SO　Un伽e
　　　　H：onesty　is　hardly　ever　hear（l
　　　　Andmostlyw五atIneed丘omyou
日本語の訳詞は私の持っているC　Dでは次の通りです。
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オネスティ
あなたが求めているのが優しさなら
見つけるのは難しくない。
生きて行く上に必要な愛を得ることも
出来よう。
しかしこの世で正直さを求めると、
むしろ盲目になった方が艮いくらい、
見つけるのはいつも本当に難しい。
誠実とはまことに淋しい言葉だ、
誰もが余りにも不誠実だから、
誠実という言葉を耳にすることは少いが
しかしそれこそあなたから欲しいものなのだ。
　現代の「money　is　all．」、「利用出来るものは何でも利用しよう」、「要領こ
そ全て」という社会的風潮の中で、誠実さはまさに風前の灯火（ともしび〉
と言わざるをえません。（注36）
　私事で恐縮ですが、私の5歳になる娘は、誠実の誠の字に妻の名前から1
字とって恵むという字を付けて、「ともえ（誠恵〉」といいます。初めての方
は、中々「ともえ」と読んでは下さらないのですが、妻と私の共通の人生観
を娘の名前に付けました。
　私は類い稀な能力の持ち主でも、知能指数もとりたてて高いわけでもあり
ません。外見も中年のさえない「おっさん」に過ぎませんが、人に誇ること
のできる2つの特質を持っております。ひとつは、努力し続けることがひと
つも苦にならない。倦まず弛まず努力し続けることには自信がある、という
ことです。（注37）ふたつ目は、仕事に関しても人間関係においても誠実さを
貫き通してきたという自信があります。仕事に恥じる点がないということと、
何人かの雨の日の友がいるということは、人生の大きな喜びであり、慰めで
はないでしょうカ・。
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4－4　初心安心
　「初心忘るべからず」という慣用句がありますが、このような慣用句の存
在そのものが、初心を持ち続けることがいかに難しいのかを明白に示してい
ると思われます。「初心」とは、初めて新しい何事かを始めた時の「緊張感、
真剣さ、，慎重さ」とを意昧していると私は考えています。慣れてくるとその
ような初心を人間は忘れがちになる。「初心安心」という言葉は小説家、城
山三郎さんの言葉ですが、（注38）それは私達教師にとり必要性の極めて高い
心の持ち方ではないでしょうか。私達は同じことを何度も話し慣れてくると、
つい予習がおろそかになり惰性で教壇に立つことになりがちですが、生徒・
学生は毎年顔ぶれが変わり初めてその話を聞くのです。慣れて授業が上手に
なっていくことは必要ですが、「慣れ過ぎないこと」を私達は気をつけるべ
きでしょう。
5．結びに代えて
　さて、これまで長々といろいろなことを述べて参りましたけれども、どう
してもお伝えしておきたかったことをもう一度強調しておきたいと思いま
す。
　第一に申し上げておきたかったことは、教師という仕事は素晴らしい職業
であるということです。学習を通して人間が変化し成長していくことを側面
から援助し支援していくという、「人づくり」に携われるばかりでなく、利
害関係の無い、いつまでも先生と言ってもらえる人問関係が作れるのは、教
師という仕事にのみ許されている特権ではないでしょうか。
　第二に申し上げておきたかったことは、皆さんは今日から、良き教師とい
う遥かなる目標地点を目指しての長い旅にでるのだということです。この旅
は、決して平坦な道が続いているのではなく、険しく苦しく長い道のりでし
ょうが、何の目標もなくその日暮らしを続けている教師には決して近づくこ
とのできない高みへと皆さんを導き、高い人間性と秀れた教育技術を持った
教師に成長できる旅であります。そのような教師になって初めて、生徒・学
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生をハッピーにできるばかりでなく、自分自身をもハッピーにできるので
す。
　第三に申し上げておきたいことは、健康こそが良い仕事の土台であるとい
うことです。身体と心の健康こそが、情熱と根気、そして生徒・学生への愛
情を生み出すのだということを忘れないで下さい。
　最後に一言付け加えておきたいことは、きちんとした大人になれるように
普段から意識的に努力して欲しい、ということです。年端のゆかない子供達
と、そして同じ教師仲間としか付き合わない生活を続けてまいりますと、そ
のことを十分に認識して意識的に気をつけてまいりませんと、世間知らずで
常識を欠いた大人子供、はやりの言葉で申しますとアダルトチルドレンにな
ってしまう可能性が高いということに留意する必要があります。私自身が見
聞してきました狭い経験の中だけでも、世間では通用しないような方々が結
構沢山おられました。健全な常識を身に付け、大人になることを意識的に心
がけて下さい。
　最後に皆様の今後のご多幸とご成長、そして開倫塾さんの益々のご発展を
ご祈念申し上げまして、記念講演を終わらせて頂きます。ご清聴誠にありが
とうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一了一
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参考資料1：白鴎大学新聞第39号、1997年3月21日号
　筆者は、この講演とは別個に勤務する大学の卒業生達へのメッセージを大
学新聞に書かせて頂いた。新しく社会人として様々な職業に就く若き人々へ
の私のアドヴァイスである。本文と合わせてお読み頂ければ、筆者の考えを
より十分に理解して頂けると考え、新聞の文章を以下に再録しておきたい。
助走期間は終わった　一卒業する若き友へ一
　　　　　　　　　　　　　　　　　経営学部教授　柳　川　高　行
　6、3、3、4年の16年間という長期に渡る学生生活も終点を迎え、60歳
くらいまでの職業生活を始めて世の中で生きていくための長い長い助走期間
が終わりましたね。皆さんより20年ほど早く世の中に出て、仕事と格闘を続
けいろんな人々と出会い、苦しい時も楽しい時も沢山味わってきた私の体験
と観察とを素材に、皆さんが少しでも生き易くなるために役立ちそうなアド
ヴァイスを少し書いてみたいと思います。
仕事は生活の支えである
　皆さんが新しく引き受けていく社会的役割である職業は、人生の1／2近
い時間を注ぎ込む必要のある重要な活動であり、生活の経済的基盤でもあり
ます。仕事がよくできることは、幸せな人生を送る上で不可欠の前提条件で
あると私は思います。仕事は「格闘技」に近いというのが私の偽らざる実感
です。戦闘モードに切り替えて取り組むことが要求され、私の講義や講演は
大きなエネルギーを必要とし終わるとガックリと疲れます。十分な休養をと
り、きちんと食事し、家族・友人と仲良く暮らし、身体と心のコンディショ
ンを十分に整えて仕事に臨むべきです。そのために大事なポイントは、「生
活のマネジメント」を心がけ規律ある生活を送ることです。学生時代の気ま
まで不規則な生活から1日も早く脱却することが大事です。
仕事には日付けがある
　仕事にはいつまでに仕上げなくてはならないという期限があり、依頼者と
協力者、関係者がいます。つまり仕事には日付けがあり、人間関係が付いて
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まわります。最初の内は期限ぎりぎりまでかかるでしょうが、次第に2、3
日前には仕上げておくようなクセを身につけていくべきです。途中で何が起
こるか予測がつきませんし、いつも健康でいられるとは限りません。期限内
に仕事が終わらない時は、大変気は重いでしょうが依頼者と関係者にそのこ
とを連絡し、いつまでならできるのかを伝えておくことが必要です。期限を
守ること、できない約束はしないことが、あなたに対する信頼の基礎になる
ことが大事なポイントです。
観客席に座っていてはいけない
　仕事に取り組んでいく上で忘れてならないことは、仕事は「自分の」仕事
だというあたりまえの平凡な事実です。世の中には自分の仕事をぞんざいに
扱い、実質的に自からの仕事を軽蔑し、いいかげんな仕事をして枯として恥
じない人々が意外と多いものです。皆さんの16年間の学生生活で出会った先
生の中にも何年も教壇に立ってながら教え方の下手くそな人が少数ながらい
たと思います。そのような人々は、自分の仕事と真剣に向き合ってこなかっ
た、観客席に座り続けた人々です。自分の仕事と文字通り真剣に取り組み、
日々工夫を重ねていくことは、皆さん自身を大きく成長させていく原動力と
なることを忘れないで下さい。観客席で眺めるのではなく人生のマウンドに
立ち続けることが大切です。
失業の危機にどう対処するか
　高度経済成長が終えんし、これからの企業生活においては、定年まで一つ
の会社で勤め続けられる可能性はより小さくならざるをえないでしょう。大
企業で定年までその会社に居続けられる「残存社員割合」は、これまでも
60％前後でしたがこの割合は下がりこそすれ上がることはないと思います。
リストラ・ダウンサイジング・人減らしが決して他人事ではないのです。
Leamingsavesyo皿job．若い内から、自分を甘やかすことなく、自分との
闘いに勝ち、常日頃からコツコツと学習を積み重ねexcellent　employeeを目
指し自分の職を守ることは極めて大事なことでしょう。社会的アイデンティ
ティーの中核であり家族を支える仕事は努力して確保される必要性が高いで
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しよう。
心がカゼをひいた日には
　雨の日や雪の日があるように、どんなに強気の人でも、深く落ち込んで心
がカゼをひく日が必ずあると思います。落ち込んだ時や心が疲れた時にそれ
をいやす工夫を常日頃から準備しておく必要があるでしょう。電話でグチを
聞いてもらったりする人や何でも話せる友人とのネットワークを築いておく
べきでしょう。私の場合は、妻に何でも話していますし、親友のNさんやS
さん、恩師のH先生に相談するようにしています。何かあったらこの人のと
ころへ駆け込もうという「心の避難所」が人生には不可欠でしょう。私の元
気回復方法は2つあります。年に2～3回私は冬眠に入ります。1週問から
10日問私は、ひげもそらず、TV・新聞を読まず、電話にも出ず、ひたすら
まとめ買いしておいたマンガと小説を読みふけり布団の中で過ごします。も
うひとつの元気回復法は子供の存在です。毎朝小学生の息子を学校の途中ま
で送り、家に居る日は途中まで迎えに行きます。遠くから子供の姿が見えて
きた時の安心感は格別のものです。帰宅した時に玄関で出迎えてもらうのは
本当に嬉しいものです。私達には何か“元気の素”が必要不可欠です。
夢を形に
　私にもささやかな夢があります。全く新しいスタイルの経営学入門書を書
いてみたいというのもその夢のひとつです。夢を実現した自分は幸せな自分
と言えるでしょう。私は自分のことを好きですから、自分を幸せにしてあげ
たいと強く思っています。その為に長い夏休みも春休みも、講義のない土日
にも原稿用紙に向かう日々をここ数年続けています。夢は形にしてあげなく
てはかわいそうです。夢を大事にして、夢を夢のままで終わらせないで、是
非大きく育てあげて下さい。
ラーニング　メークス　ユア　フユーチャー
　仕事ができるようになり、自分の人生のデザインと夢と幸福を実現できる
かどうかの鍵を握っているのは、勉強を続けていくことができるかどうかで
す。平凡なことも続けていけば非凡に通じます。努力と勉強を続けていくこ
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とは大きな才能です。持続する努力を重ねた人のことを他の人々は「あの人
は才能がある」と言うのではないでしょうか。学習こそは皆さんの未来を開
く鍵（keytohappyfUture）であることを私は深く信じております。
世界は広い。君達には長い明日がある。健康に注意して生き抜いて下さ
い。
参考資料2＝白鴎大学新聞、第27号、平成5年3月15日
筆者からの大学のゼミの卒業生に対するメッセージである。本文と合わせ
てお読み頂ければ、幸いである。
幸せを掴もう
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　柳　川　高　行
柳川ゼミの卒業生諸君ご卒業お目出度う。君達は長い間の学生生活に終止
符を打ち、社会へ出て仕事をするようになる。君達は人生で初めてのリスト
ラクチャリングに直面し、人生のドメインを大きく転換する時期を迎えてい
る。毎週二回のゼミでは、君達の報告は徹底的に批判され、全員からの質問
の嵐の中で立ちすくんだこともあった。柳川はサデイストではないかと思っ
たこともあるかもしれない。私は本気になって君達を鍛えたかった。君達に
愛想尽かしをしてゼミ教育で手抜きをすることなく、君達を本気で叱ったこ
とは私の秘かに誇りにすることである。何度も繰り返し話したけれど、もう
一度だけ私がゼミを通して君達にプレゼントしたかったことを語ろう。
私は君達を経営学の専門家に育てるつもりは全くなかった。経営学の学習
は手段であって、目的は「自分の頭で考える力」を身につけさせることであ
った。自分の頭で考える力はなぜ必要なのか？それは幸せな人生を設計する
ライフ・デザイン能力の中核だからである。大企業に入り高給を取り出世す
ることだけが人生の幸福ではない。一人一人の顔立ちが異なるように幸福も
多様である。人生には一人一人の適所（niche〉が必ずある。私自身は大学
三年生の時に自分の夢を堀り当てることができた。私は夢見た職業に就き、
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金も地位も名誉もないが、十二分に幸せな日々を送っている。就職した頃は
仕事の九十％は、やりたくはないがしなければならない事であったが、現在
は九十％はぜひともやりたい大好きな事になった。苦しかった日々がなかっ
たわけではない。しかしその苦しみも幸せに出会う為の意味のある苦しみで
あった。苦しかった日々のことも、いつか笑って語れる日が人生にはきっと
来る。
　幸せは空から降ってくることはない。幸せを運ぶのは君達自身の生き方だ。
本当に自分のことを愛しているのなら、苦労を厭うことなくコツコツと弛む
ことなく努力を続け、自分に幸せをプレゼントするようになって欲しい。幸
せを発見しそれを実現させる為の基本的思考力が君達のものとなっていれば
私は本当に嬉しい。これからの人生、主人公は君達自身だ。夢を高く投げ上
げ人生の軌跡を大きく描き、幸せをその手に掴もう。
　人生は晴れの日ばかりではない。雨の日も嵐の日もある。そんな日は母校
に出かけよう。どんなに忙しい日でも、君達が来たら研究室のドアを喜んで
開けよう。もう一度ご卒業お目出度う。
参考資料3、4、5：白鴎女子短期大学、『白鴎学生論集』、第7号・（1982
年）、第8号（1983年）、第10号（1985年）
　筆者からの短大卒業生に対するメッセージである。本文と合わせてお読み
頂ければ、幸いである。
編集後記（第7号）
　毎年12月から1月にかけては、学生論集の原稿回収と校正作業とで目の回
るような忙しさを味わう。卒業式には間に合わさねばならず、時間との戦い
が繰り広げられる。この時期に健康を損なうと、2月の学年末試験の時期が
地獄の日々となる。こんなふうな忙しさが毎年正月前後の僕の儀式となって
いる。
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　今年も多数の投稿があり、執筆者のご努力に対しては勿論のこと、論文執
筆のイロハからご指導頂いた先生方のご苦労に対しては、心から感謝申し上
げたい。ありがとうございました。学生諸姉は、原稿用紙を前に悪戦苦闘さ
れたことと推察致しますが、いつか振り返ると、過ぎ去った日々の中で一際
光り輝く時間となることと信じています。ひたむきな努力を尽くした時期こ
そが『青春』という名にふさわしいに違いない。
　毎年この時期が過ぎ、ほっと一息入れる頃は梅が咲き出す時期でもある。
凍るような寒気の中で、最初の一輪のほころぶ姿は、気高く清清しく感動的
である。厳寒の中の梅は、酷暑の中のヒマワリとよく似ている。4月になる
と、卒業生諸姉は、それぞれ新しい職場に参加し、学内には新入生が溢れて
くる。新しい出合いの季節がまた近付いてくる。この季節は、『初初しさ』
の溢れる季節でもある。様々な職場又学内で、フレッシュマン達のぎこちな
いながらも、清清しさの香る『初初しさ』に出合う度に、僕は“その初初し
さを大切にしてくれ”と心の中で声をかける。
　春は新しい出合いの季節であり、スタートの季節なのだ。卒業生諸姉のご
活躍とご健康とを心より祈念いたします。
　　　　1982年1月14日
　　　　　　　　　　　　　　学生論集編集委員　柳　川　高　行
編集後記（第8号〉
　「先生！ようやく出来上がりました。遅くなって申し訳けありません。」
と、顔一面に喜びを表した学生から、厚い原稿用紙の束を受け取る季節が、
また巡ってきた。真白な原稿用紙を1字1字埋めて行くために、張りつめた
時が流れ、心の汗が流され、時には泣きたくなるような思いを込めて書き上
げられた原稿用紙はとても重い。かけがえのない貴重な原稿を、まぶしい、
素晴しい笑顔とともに受け取ることのできる、この瞬問が、編集委員をして
いる幸せを感じさせてくれる。
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学生時代に、わたくしの恩師は、わたくしに、「本を読むことは考えるこ
とだ」ということを繰返し教えて下さった。レポート報告の度に、「考え抜
け、durchdenkenしなさい1」と叱って下さった。「文章を書くこと」は
「考え抜くこと」につながっていく。思考の結果を明確に文章に移し変える
過程で、共に分ち合い、共に支え合った苦しみと喜びとが、「私達と先生」、
「私と学生達」という間柄を、「私達の先生」、「私の学生達」、「私の仲間達」
へと変えていく。それは、教育の場における出会いの最も美しい在り方に違
いない。
　青春とは、人生のある期問を言うのではなく、心の様相を言うのだ。
　すぐれた創造力、燃ゆる情熱、怯儒を退ける勇猛心、
　安易をふり捨てる冒険心、こういう様相を青春と言うのだ。
　年を重ねただけでは、人は老いない。
　理想を失なうときに、はじめて老いがくる。　（中略）
　人は信念とともに若く、疑惑とともに老いる。
　人は自信とともに若く、恐怖とともに老いる。
　希望あるかぎり若く、失望とともに老い朽ちる。
　　　（サミエル・ウルマン、『青春』より）
　　　1983年2月4日、立春の日に。
　　　　　　　　　　　　　学生論集編集委員　柳　川　高　行
編集後記（第10号）
今年も又再び「学生論集」の編集の時期が巡ってきた。早いもので、編集
委員に就任してから6回目の編集作業となった。学生達の、心を込めて1字
1字埋められていった、かけがえのない貴重な原稿用紙を、輝く素晴しい笑
顔とともに受け取る度に、私の胸中には、二つの相反する感情が交錯する。
あの2年前のまだ幼さを残した初々しい学生達が、僅か2年の内に、優れた
指導を受け、考え抜くという努力を続けることにより、これ程までに成長し
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たのかという、その若さの持つ成長力への感嘆がその第一のものである。第
二のものは、そのようにして育み、共に学んできた学生達と、もうすぐ別れ
ねばならないという惜別の念である。
　だが卒業式とは、英語でCommencement（始まり〉と言われるように、
決して別れではなく、新しい「旅立ち」なのだ、という思いが、別れの淋し
さを軽くしてくれる。今、翔たこうとする若いカモメ達に、私は心の中で、
こう呼びかける。「人生の大空に大きな放物線を描け。人生を飛び続ける為
には、飛ぼうとする意欲と、力強ゼ・翼とが必要なのだ。」、と。
　「大学生活を送ることに一体どのような価値があるのだろうか？」という
重い問いかけに対しては、幾通りもの解答がなしうるであろうが、ここでは
学生諸姉の大先輩の言葉を紹介しておきたい。
　「私な、女字夫ぺ行らそよからたと、ゼ、まもおもらそゼ、る。たんに知識を
得るだけなら、そのころの、あの程度のものを学ぶだけなら独学でもできた
かもしれない。＜学生生活は1年の勉強ですむものを4年に引きのばしてい
る〉などと、生意気に溜息をはいたこともある。でも、それはまちがってい
たと思う。運よく学生生活をおくることができたからこそ、私は、私プ）吉春
を充秀濠亭むととが一さきたのである。
　社会の流れにとびこむ前に、学校という囲いのなかで、ゆっくり考えるこ
とができたのは、しあわせだった。たとえ、それからの道が、どんなに曲が
りくねって、失敗を重ねつづけたとしても……。」（沢村貞子、『貝のうた』、
新潮文庫、69頁、傍点柳川）。
　充分になやむことのできた「私の青春」と呼べるものを持つことができる
人は幸福ではないだろうか。心の汗を流し、心揺れ動く日々を送り、悩みに
悩み抜いた人は、それだけ一層、「つよく、やさしい」人になりうるのでは
ないだろうか。
　　青春とは、人生のある期間を言うのではなく、心の様相を言うのだ。
　　すぐれた創造力、燃ゆる情熱、怯儒を退ける勇猛心、
　　安易をふり捨てる冒険心、こういう様相を青春と言うのだ。
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年を重ねただけでは、人は老いない。
理想を失なうときに、はじめて老いがくる。　　（中略）
人は信念とともに若く、疑惑とともに老いる。
人は自信とともに若く、恐怖とともに老いる。
希望あるかぎり若く、失望とともに老い朽ちる。
　　（サミエル・ウルマン、『青春』より〉
　　1985年1月26日、執筆。
　　同年2月7日、補筆。
　　　　　　　　　　　　　白鴎学生論集編集委員抑川高行
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（付記）
本資料の元となっている原稿は、（株〉開倫塾の平成9年度入社式（1997
年3月27日）における記念講演、「：LeamingMakesYourFuture一教育を志
ざす若き友へ一」の為に、1997年3月1日から10日程かけて書き下ろしたも
のである。
　開倫塾社長林明夫氏から2月に依頼された時の講演タイトルは「学習塾の
社会的必要性一日本型雇用慣行と学校歴社会一」という筆者の専攻する経営
戦略論に大変親和的なテーマであり大学の経営戦略論で話しているものであ
ったが、筆者の希望により上述のテーマに変更させて頂いた。学習塾の社会
的必要性というテーマは、学習塾の経営者にとっては関心の高い切実なテー
マであるが、そこで教壇に立つ新入社員にとってより切実かつ緊急度の高い
二一ズは、教師としての心がまえ、どうしたら教え方がうまくなるのか、そ
して仕事で挫折しない為の工夫であろうという筆者の考えによりテーマの変
更をさせて項いた。
　筆者は大学教師としては「変わり者」の部類に属し極めて「教育熱心
education－n血ded」な教師であると自認し、この20年以上より良き教師にな
りたいと希い様々な工夫を重ねてきた。今回若い教師の卵達に自分の経験と
観察と学習とを通して体得したノウハウを話すことを初めて試みたが、自分
の試行錯誤を整理し体系化する作業を行なうのは大変心楽しい経験であっ
た。筆者は、この講演原稿をまとめるに当たり、筆者の2人の子供が教師に
なりたいという希望を抱いた時に、このようなことを是非伝えておきたいと
いう視点から、全体を構想した。このような機会をお与え頂いた、開倫塾と
林明夫社長にこの場をお借りして深謝申し上げます。
　本稿は、上述の講演用に準備した原稿と、実際の講演の中で追加的に話し
たいくつかのエピソードに、極めて大幅に加筆修正して成立したものであ
る。
　本稿を注意深く読まれた方はお気付きのことと思われるが、本稿は、「在
るべき教師の将来ビジョン」を描き、その在るべき教師の備えるべき「教育
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的資源」の内容とその蓄積方法とを論じていることから明自なように、首尾
一貫して経営戦略論の立場から提案されている「戦略的自己革新」のデザイ
ンである。良き教師というものは、天賦の才に恵まれた特殊な人にのみ到達
可能な目標ではなく、学習という努力を行ない、他者と自己の経験から学び
続けようとする人々にとっては、十夢到達可能な目標であることがご理解頂
ければ幸いである。
　経営戦略論の重要な専門用語のひとつに「ドメイン（domain〉」という言
葉がある。企業がどのような消費者の、どのような二一ズに合致する製品を、
企業の限りある資源（人、もの、金、情報、時間）を優先的に配分しながら、
自社固有の独自能力を利用して社会に提供していくのかということが凡その
意味である。ここで述べてきた「良き教師を求めての長い旅」は、自己の
「教育ドメイン（educational　domain）」を探す、「自分探し」の長い旅でも
ある。（注39）
　私に、自分も「良き教師」になりたいという生涯の目標をお与え下さった、
一橋大学名誉教授藻利重隆先生、一橋大学産業経営研究所教授平田光弘先生
のお2人の恩師と、私にとって身近なモデルとして多くのことを学習させて
頂いた、慶慮義塾大学総合政策学部教授榊原清則先生、関東学院大学経済学
部教授森崎初男先生、栃木県立博物館学芸部長樋口弘道氏、の3名の方々に、
この場をお借りして深謝の微意を表することをお許し頂きたい。
　台所のテーブルや居間のテーブルの上に資料の山を広げ、何度片付けても
自分達の空間に異物を侵入させる筆者に対し、それでも優しく励ましてくれ
る妻智恵子と2人の子供高弘と誠恵に心から感謝していることを記すことを
お許し頂きたい。家族は私にとり最良のソシオ・サイコ・メンターであり雨
の日の友でもある。私は家族と恩師と友人と教え子達に励まされながら、一
歩一歩夢に向かって歩いている。そのような人々と巡り合えたことは人生最
大の幸福であり心から感謝している。
　　　　　　　　　　　　　　　　（欝器羅）
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（注1）大学の教員には、教育熱心な人が割合少ないのは、彼ら・彼女らの
教育努力に対する「インセンティブ」を日本の大学という組織が歴史的・
制度的に全く有していないからである。大学による（実質的には教授会に
　よる）昇進の評価基準は、研究論文の質と量のみであり、教育業積は原則
　として問われない。昇給は基本的に「年功序列」である。少なくとも大学
教員のキャリアを構成するのは研究歴（研究業績〉と教育歴（教育経験年
数）であり、教育の質（QOE）が問われることはまずない。従って日本
　の大学という組織には、組織文化として「研究至上主義（research－only－
ism〉が広汎に見られる。
　　日本の大学という高等教育機関は、教育機関であるにもかかわらず、そ
　こでは教育活動が著しく軽視されるという驚くべき矛盾をかかえている。
　さらに日本の大学には表向き研究至上主義を掲げ、それを理由として教育
　を著しく軽視しながら、なおかつ研究はしない「休眠学者（sleeping
researcher）」が文部省調査によれば驚くほど多い。また大学の研究紀要
　は、原則「無審査」であり、論文・研究ノート・資料の区分も執筆者の
　「自己申告」に委ねられているのが現状なので、知的エッセー、知的雑文、
他人の研究のパッチワークのような「論文もどき」が論文という名を冠し
　て混じり込む可能性がかなり大きいと言わなければならない。従って日本
　の大学における研究至上主義も、一部の大学を除きその実行は必ずしもな
　されてはいないと言わなければならない。
　　しかしながら、研究至上主義がその実態を著しく欠きがちになる可能性
の中で、きちんとした内容の研究紀要を刊行しているいくつかの大学には、
研究者に知的誠実さを実践させていく「見えない組織文化」が強力に作用
　しているのだと思わざるをえない。その文化は目に見えず文書化されては
　いないが、大学の誇るべき資産であろう。
　　そのような目に見えない「研究促進文化」を持つ大学の多くは、「教育
　促進文化」を同時に持っている場合が多い。なぜならば、良き研究者の全
　てが常に良き教育者であるとは限らないが、良き教育者の殆ど全ては常に
一328一
ラーニング・メークス・ユア・フユーチャー一教育を志ざす若き友へ一
良き研究者である、というのが私が体験し観察してきたことだからであ
る。
　「教育促進文化」を大きく欠いた大学において、教育を重視した教師活
動が引き起こせるかどうかは、教育を重視した教員に対して正の報酬とい
うインセンティブを「制度的・組織的」に与えるメカニズムを用意できる
かどうかにかかっている。制度的・組織的メカニズムが欠けている場合に
は、教員個々人の「教育哲学」、「職業倫理」、「志の高さ」というパーソナ
リティー特性に依存せざるをえない。インセンティブを欠如し、手抜き教
師が大手を振ってまかり通るような大学において、良い教育を実践しよう
としている若い教員達が「虚しさ」や「絶望感」にとらわれないよう励ま
し続けることがベテラン教員の大きな役割であると思われる。
図1．研究と教育とを軸とした大学教員の4類型
??
??
??
研究至上主義型 ダブル・フォーカス型
ダブル・フォールト型 教育志向型
軽視 重視
教育
ここでひとつだけ注意を喚起しておきたいことがある。それは大学教員に
期待されている「社会的役割」は、「教育活動」、「研究活動」のみに限定
されるわけでは決してなく、さらに「大学行政（administrative　task）」
と「社会的発言」とを行なうことが期待されているということである。従
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　って大学教員のタイプは、上述の4つの役割をどのように組み合わせるの
　かによって、多様なタイプに類型化が可能である。
私自身は、教育と研究とを同時に最重要視し、その次に学内行政を、そし
　て余力が残れば社会的発言を行なうことを基本的活動方針としている。つ
　いでに言えば、大学教師の4つの役割より上位に、父親としての役割と夫
　としての役割を置いている。その意味で私はfamily－centered　personality
　の持ち主だと言うことができる。
（注2）大学教員に教育熱心な人が相対的に少ないのは、教育活動に対する
　インセンティブが欠けていることに加え、大学の「内部統治機構」、「組織
内ガバナンス」に、教員の教育活動を評価しチェックする第三者が実質的
　に欠けているからである。
私立大学の内部統治機構は、次図の通りであるが、教員個々人に個別科目
　の教育活動を「委任」し、「教育活動監視権」を有している本人
　（p血しcipa1）が、代理人（agent）である教員個々人の教育活動の実行責任
　（responsibility）と結果説明責任（accountability）とを問い、評価し、修
　正を要請するという本来の活動を放棄し、教育活動の内容と遂行方法のほ
　ぽ100％を教員個人の自主的決定に委ねてきたのが、日本の大学の歴史で
　あったと言えよう。
教員個人の「研究の自由」は、大学の誇るべき資産として今後も守り抜か
　れねばならないが、教育権という名目の、教育内容の無制限の自由は教員
　の本源的特権ではないことが強調されねばならないであろう。同一科目名
　で開講されている必修科目が担当教員によって、殆ど共通性がないままに
講義されるという「組織的無責任」は一日も早く改めるべきであろう。
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図2．私立大学の内部統治機構
　　　理事会　　一一→i教宣活動i一一一一一ヨ＞　学部教授会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く教育監視権＞〈教育監視権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無機能化　無機能化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i個別科目教育活動i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　薗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理人としての個々の教員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈教育権の実質的所有＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈学生利益の最大化＞
　　　　　　人利益の　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥
（注3）先生との出会いが、人生を決定づけた例としては、小説家城山三郎
氏と恩師山田雄三教授との例がある。このこξの詳細に関しては、次を参
照のこと。
　〔1〕城山三郎、1996年、『花失せては面白からず　山田教授の生き方・
　　　　考え方』、角川書店。
（注4）書誌学者で東京芸大助教授の林望氏は、戸山高校時代の何人かの教
師（生物学の春田俊郎、地学の小島公長、数学の佐藤忠〉との出会いが、
学問の美しい論理体系へのあこがれを生じさせたと次の著書の中で述べて
　いる。
　〔2〕林望、1995年、『帰らぬ日遠い昔』、講談社文庫。
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（注5）入学当時は、大学紛争が全国に吹きあれていた時代であり、政治経
済学（私の大学ではマルクス経済学がそう呼ばれていた）の教授は、大学
民主化についてと、大学の自己変革の必要性とを熱っぽく語った。だが立
派なことを言いながら、彼の授業は劣悪であった。私はこの体験から、学
問にも人間性が大変強く反映されるという事実と、何を語るか、語られる
　内容は重要だが、それよりも誰が語るのかの方がより重要であることを深
　く学んだ。
（注6）このお2人の先生とは、経営学総論を教えて下さった桑原源次福島
大学名誉教授と、予算統制論を教えて下さった矢島基臣一橋大学名誉教授
　である。
　このお2人との出会いは、教師は「常に真剣に教育することが大切である」
　ことを私に深く印象付けてくれた。
（注7〉お目にかかったことはないが、大村はま先生は、プロ意識に満ちて、
卓越した授業を創造した教師であり、私は心から尊敬している。
大村はま先生の教育観、教育に対する姿勢、教育技法については、次を参
　照のこと。
　〔3〕大村はま、1996年、『新編　教え方ということ』、ちくま学芸文庫、
　　　筑摩書房。
　〔4〕大村はま、1994年、『新編　教室をいきいきと1』、ちくま学芸文庫、
　　　筑摩書房。
　〔5〕大村はま、1994年、『新編　教室をいきいきとH』、ちくま学芸文庫、
　　　筑摩書房。
　〔6〕大村はま、1988年、『教室に魅力を』、国土社。
　〔7〕大村はま、1986年、『授業を創る』、国土社。
（注8）漫画家藤子不二雄氏達が自らの夢をつかむまでのプロセスは、次の
　書籍の中に生き生きと描かれている。
　〔8〕藤子不二雄、1981年、『トキワ荘青春日記』、光文社、カッパブックス。
　　　上の本は、藤子不二雄④氏によって、次のリメイク版として再刊
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　　　　行されている。
　〔9〕藤子不二雄④、1996年、『いつも隣に仲間がいた／トキワ荘青春日記』、
　　　光文社。
（注9）元東京銀行のサラリーマンで、1985年からニュースステーションに
出ていた若林正人氏は、「ニュースステーションでは、オレ、飼い殺しだ
　ったからね。そりゃ、有名にはしてもらったけれど、言いたいことも言え
　なかった。（中略）テレビ朝日を見返してやろうと思ってね。」、と週刊誌
　の中で述べているが、これは間違いだと思う。本人が日本中で一番講演を
やっているのではと同誌の中でも述べているように、彼の社会的認知度を
著しく高め、彼の講演者としての社会的需要を高めてくれたのは、紛れも
　なくテレビ朝日である。
　〔10〕「人問ワイド　復権への野心」、「週刊読売』、1997年5月11・18日号、
　　　38〕44ぺ一ジ。
（注10）平井信義氏も、その著書の中で、非人格的な教師によって、小学校
の生徒がつらい思いをしている場合が少なくないことを指摘している。次
　を参照のこと。
　〔11／平井信義、1988年、『心のめばえにほほえみを』、企画室、「7　評
　　　価が低くても、わが子を信じて一小学生の場合一」、153－177ペー
　　　　ジ。
（注11）エジュケーション・イズ・ファイアリング（教育とは火をつけるこ
　と〉、という表現は、西澤潤一氏の次の著書から借用したものである。
　〔12〕西澤潤一、1985年、『愚直一徹一私の履歴書一』、日本経済新聞社、
　　　　「半導体研究振興会」、109－113ページ、特に112ページ。
　　西澤氏は、卓越した研究者であるばかりでなく、極めて秀れた教育者で
　もある。上述の著書以外に、以下の著作も教育に携わる者にとり有益であ
　ろう。
　〔13〕西澤潤一、1986年、『西澤潤一の独創開発論』、工業調査会。
　〔14〕西澤潤一、1990年、『私のロマンと科学』、中公新書966、中央公論社。
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（注12）私は、自鴎大学を創設された故上岡一嘉先生を追悼する書物『白鴎
　の心』（平成4年3月6日刊行）の中に、「教育とは火を付けることだ」と
題する以下の文章を寄稿した（同書、308－309ぺ一ジ〉。
　教育とは火を付けることだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川　高　行
上岡先生とは昭和五二年に初めてお目にかかり一四年間のお付合いをさせ
て頂いた。短大時代英会話の授業で三年程ご一緒した。先生は英語を使う
喜びを学生に感得させようと、ヒット歌謡曲を英訳し毎時間自から歌われ
た。シクラメンのかほりや津軽海峡冬景色等のメロディーを聞く度に先生
のことが思い出される。大学創立後先生は、理想とされていた英語による
専門教育を商学総論で実践され、私は通訳兼まとめ役としてお手伝いさせ
て頂いた。英文と日本文の二つの講義原稿を用意し、私と綿密な打合せを
されて学生に理解させようと情熱を傾けられた。法学部新設に忙殺され体
調の思わしくない中、休むことなく講義をなさり学生に精一杯努力するこ
との尊さを語り続けられた先生の情熱と献身の根底には、学生に対する深
い愛情があった。先生は又心優しい方であった。先生から頂いた三通の葉
書を私は大切にしている。病気中の私に「体の具合はいかがですか」とい
う書出しで始まる葉書を先生は韓国やフィリピンからくださった。
上岡先生は、教育者は学生の意欲に火を付けてこそ教育者と呼ばれうるも
のであることを身を以って無言の内に教えて下さった。そのお教えを胸に
私はささやかな教育実践に努力している。ゼミや講義で私は、大学の学習
は1eamではなくstudyであると強調する。ラーンとは他人から問題が与え
られ唯一の既に確定された正解をより速く導出する型の学習であり大学入
試が典型例である。スタディとは自からの好奇心のアンテナに引っかかる
疑問を発見し（problem－making）、その疑問を最も良く説明できる仮設
的解答を自から論理的に考え出す（solution－making）ことである。スタ
ディの体得を通じてのみ「自分の頭で考える」力が身に付き、社会を生き
一334一
ラーニング・メークス・ユア・フユーチャー一教育を志ざす若き友へ一
抜いていく力の源泉になることを私は深く信じている。従って大学教師と
　はまず第一にスタディの実践者でなければならない。自から問題を設定し
　自からの解答を告自し（profbss）学生の知的好奇心に火を付けることが
できねばならない。しかし徒手空拳で問題に立ち向かうことは不可能であ
　り、そこに専門的概念と理論が必要不可欠となる理由がある。概念と理論
　とは大工さんの道具箱に似ている。大切なことは使い方に習熟し家の建築
　に利用できるようになることである。自分の頭でモノが考えられるような
学生を育てたいと私は密かに念願してきた。それは高度に大衆化した今日
　の大学では困難な道かもしれない。しかし教育とは「希望」から始まるこ
　とが忘れられてはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白鴎大学助教授）
（注13）ピグマリオン効果については、様々な本があるが、ここではローゼ
　ンサールらの本のみを挙げておくこととしたい。
　〔15〕Rosenthal，R＆Jacobson，：L．：鞠ηzαIJon房n嵯hεααs8ハooηz，Holt，
　　　1968．
（注14）トットちゃんと小林宗作先生との間の心の交流については、次を参
照のこと。
　〔16〕黒柳徹子、1981年、『窓ぎわのトットちゃん』、講談社、特に「もど
　　　しとけよ」（62－67ページ）、「本当は、いい子なんだよ」（198－200
　　　ぺ一ジ〉。
　『窓ぎわのトットちゃん』の英訳本は、次のもので、You’re　really　a　good
gir1，you㎞owは141ページに記述がある。
　〔17〕黒柳徹子著、ドロシー・ブリトン訳、1982、TOTTO－CHAN：The
　　　LittleGirlattheWindow、講談社インターナショナル株式会社。
（注15）私のゼミの大変熱心に学習している学生が、筆者に次のように語っ
たことがある。A先生は話は面白いが嫌いだ。心の中で私達をバカにして
いるからだ、と。彼らは実に敏感に教師の本音を見抜くのである。
（注16）秋山仁さんの『週刊朝日』における連載エッセーを、私は愛読しフ
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　アイルしておいたけれども今手許に見当らないので、この部分は筆者の記
憶に基づいている。
　なお、秋山氏の上述のエッセーの一部は次の本に収載されている。
　〔18〕秋山仁、1997年、『放課後に見つけた答え』、朝日新聞社。
（注17〉筆者の講義用の話の作り方（それは同時に研究論文を書くプロセス
　でもあるが）に関するこの図は、「私の体験的教育論」と題する（株〉開
倫塾における創立10周年講演（1996年10月31日）のレジュメに載せたもの
　である。同講演のレジュメは、次のものにそのまま転載されている。
　〔19〕開倫総合研究所、1996年11月1日、『かいりん』、創刊号、特集カウ
　　　　ンセリング、18－27ページ。
（注18）松岡享子さんの本の中で筆者が読んだものは、次の2冊である。
　〔20〕松岡享子、1994年、『たのしいお話　お話を子どもに』、日本エディ
　　　　タースクール出版部。
　〔21〕松岡享子、1987年、『えほんのせかい　こどものせかい』、日本エデ
　　　　ィタースクール出版部。
　〔20〕の中で松岡氏が、よい語り手になるかどうかは、語る人の人柄、個
性によって決まるのであり、「せっせと自分をこやすしかない」（65－67ペ
　ージ〉と述べているのは示唆に富む発言である。
　ちなみに、我が家の子供たちは、松岡享子さんの次の絵本が大のお気に入
　りである。
　〔22〕松岡享子・作　林明子・絵、1982年、「おふろだいすき」、福音館書
　　　　店。
（注19）分かりやすく説明することを極めて巧みに行なうことに成功してい
　るのが「ミニ四駆」で有名な田宮模型（静岡県）である。ミニ四駆の主要
　顧客は、下は小学1年生位から大人までであるが、その組み立て説明書は、
　小学校低学年でも大変理解し易く誰でも組み立てることが可能である。同
　社の説明書は、大変良い説明の見本である。
　これに対し、極めて分かりにくい説明書の代表例は、パソコンの説明書で
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　ある。これは分かりにくい専門用語（しかも多くは片カナの）に溢れ、パ
　ソコンのことを良く分かっている人には分かるが、初心者にはチンプンカ
　ンプンであり、不親切の極みである。
（注20）松原元一東京学芸大学名誉教授は、白鴎短大における自然科学概論
の授業についての想い出を、次のエッセーの中で触れておられる。光栄な
　ことに、私が、「経営学科の助手をしている青年」として取り上げられて
　いる。
　〔23〕松原元一1986年、『考えること　わかること』、国土社の教育選書5、
　　　国土社、「赤鼻のポアンカレ」、178－184ページ。
ベンチマーキングに努力していた20代後半の私が、当時第三者の目にどう
映っていたのか、私にとっては貴重な記録であるので少々長くなるが、以
下全文を載せておくこととしたい。
　赤鼻のポァンカレ
私は、東京学芸大学を停年退職してから、しばらくの間、、少山市にある女
子短期大学に勤めていたことがある。その頃の話である。
一般教育で、数学と自然科学概論を担当した。さて、自然科学概論となる
と、手もとには古い本で田辺元先生の「科学概論」と、石原純先生の「自
然科学概論」があるきりで、しかも熟読した本ではない。私はテキストを
使うことにして、いろいろ本屋に当ってみると、予想外にこの種の本の数
が多い。大学の一般教育用に編集された本も少なくないのに驚いた。いか
にもテキストらしく、科学とは、……、に始って、科学の中で自然科学の
位置づけをしたりなど、手抜かりもなく滋味もない本もあれば、テキスト
など念頭になくて、りっぱな本もあり、翻訳本でよいものもある。
あれこれ迷っているうちに、ポアンカレの「科学と仮説」、「科学の価値」、
「科学と方法」、「科学者と詩人」、「鞠近の科学」などの一連の本を思い出
した。これらの本の岩波文庫版ももっているし、それ以前の方々の出版社
で出している古い本もある。そして、これなら若い頃に読んで感激したも
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のでもあり、テキストとしても恰好の古典といえよう。そこで「科学の価
値」をテキストに選んだ。これが大失敗であった。
第一に、この本の内容を、高等学校を卒業したばかりの、まだ、あどけな
さの抜けないお嬢さん方に理解させることは容易でないことを知ったので
ある。次に、この本は田辺元先生の訳になるもので、昭和二年の刊行であ
る。やや文語調めいた明治調が残っている文章であるから、文章自体が彼
女らにはむずかしいのである。仕方がないから、私が現代調に書き直し、
わかり易くするために、かなり余分のことを書き加えて、事務局に依頼し
て印刷配布してもらった。また、以前に私が読んで感激した憶えのあるの
は事実であるが、それは、ところどころわかるところに感激したことでは
あろうが、考えてみると、二十歳台の半ば頃の私が、この本の奥の深さに
気づいていたはずはないと思われるのである。
数年前に、心理学者ピァジェの「発生的認識論序説」が邦訳されたが、内
容も訳文もむずかしくて、原著（L’勿絃6molog♂eσ枷観gμe）を取り寄せ
るなどして、ようやく数人の人たちと読み終えたが、その中で、ピァジェ
はポアンカレの空問認識の基本的な考え方をとりあげて絶讃している。
「科学の価値」の中のその部分が、当時、心理学や教育哲学の素養が貧弱
であった私に、どのように受け止められていたのであろうか。
そこで私は、この女子学生たちが、あまり分厚くもないこの本の半分でも
三分の一でも読めればよしと腰を据えて、できる限り多くの引例を加え、
わかるまで彼女たちと話し合いながら講義を進めることにした。その結果
は、質問を受けようとしても寂として彼女たちには声がない。私の独演と
なってしまった。
教室で無言であった学生たちも、ときどき私の研究室へ質問に来る。
「先生、直観とは、これこれのことであると文章に書いていただけません
か」
という。ポァンカレは直観について、その例をいくつか示しているが、定
義はしていない。直観については、私は数学教育をやり出してから、思考
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の研究で、ずい分調べたり考えたりしていたし、また、著述の中でも何回
か述べているので、ポアンカレの例示の他にも、これに倍する例をあげて
説明したのである。
「私の話では、わかりませんでしたか」
「よくわかりました。しかし、直観とは……という文章が欲しいのです」
「わかっていたら、それでよいのではないかな」
「まとめの文があると、憶え易いのです。それに、試験のときに困ります。
その文章を暗記しておけば大丈夫ですから」
直観の定義を、四行なり五行なりの文章にすると、むずかしくなるし、著
者によって多様な表現となるであろう。その表現の一つを暗記したのでは、
直観を知ったことになるまい。予備校などで築き上げられた、このような
受験的学習態度を打破することが、大学の最初の仕事となるのであろうか。
予備校はとにかく、高等学校までが、このような学習態度を作り上げてい
るのであろうか。この科目は暗記物である、という言葉は、今なお残って
いるらしいのである。私は暗然とした。
二年目、三年目と、私はますます引例を多くしていった。そして、自然科
学者と対蹟的と見られる芸術家のものの見方考え方の例も多くして、自然
科学的な考え方を、明瞭に浮かびあがらせようとした。
そのうち、一年のとき、私の講義をきいて、パスしてしまっている学生で、
再度聴講に来る学生が出現した。きいてみると、
「昨年は、とてもむずかしいと思いましたが、今年は気楽に聴いているた
めか、二回目のためか、よくわかって、ほんとに面自いです」
という。そして、
「先生のファンがかなりいますよ」
といわれた。「自然科学概論」を「概論」と略称し、この短大の難物の筆
頭に上げられていたらしいことで、私は憎まれものの最たる者であろうと
思い込みながら、開き直ってその態度を崩さずに押しとおしていたから、
この言葉は全く意外であったが、嬉しくもあった。
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経営学科の助手をしている青年が、ときどき、私の部屋へ来て駄弁ってい
　た。週に一回ぐらい、母校の一橋大学へ通っていたらしい。この青年が、
私の講義を傍聴していた。一年間をとおしてか、二年問くり返したのか憶
　えていない。教室で私の話でわからないことがあると、学生たちはいっし
　ょに聴講したこの青年を囲んで討議していたらしい。彼のいうところによ
　ると、
　「ポアンカレの時間論のところなど、こんなことが何の役に立つのか、何
故このようなことを考えるのか、さっぱりわからなかったようですね」
　と笑っていた。
　「やっぱり失敗だったな。大学の四年生ぐらいで、ちょうどよいかも知れ
　ない。短大の一年では無理だったね」
　「でも、あれだけ砕いて話せば、あれでよいのでありませんか。何か魅惑
　されるというか、惹かれるものがあったことは確かですよ」
　と彼は、私を慰めてくれた。
　「大学は、噛んで含めるように講義するところではないだろう。学生が自
分で勉学するための糸口を話せばよいはずだと思うが……」
　「しかし、それは専門学科のことで、一般教育では、これでよいのではあ
　りませんか。とくに、短大では……」
　この青年は、密かに私の講義のところどころを録音していたことが、後で
わかった。
私は、七十歳で、この女子短大を停年退職した。二度目の停年退職である。
新しく創立された短大で、まだ、停年退職の例がなかったのであるが、私
は、最終講義を、平生の講義どおりに終えて帰ろうとしたら、その組の学
生一同が拍手して、隠しもっていた花束を贈ってくれて、私を驚かした。
そのとき、彼の助手の青年から、録音テープもいっしょに頂いたのである。
私に「赤鼻のポアンカレ」なる紳名があったことも、このとき頂いた何人
かの学生の作った文集で初めて知ったのである。
（注21〉商品である教育サービスの需要者・購入者である学生の声を聞いて、
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教育サービスの質を不断に改善し高めていくことは、「極めて当り前」の
ことであるが、学校においてそれが行なわれることが極めて少ないことは、
学校教員にある種の「思い上がり、傲慢さ（arrogance〉」があるからだと
思う。彼ら教員は、学生が授業について苦情を述べることを「自己に対す
る誹誘中傷」であり、自己の人格への攻撃であると受け止めがちである。
　このような学校教員の思考と行動の型は、日本の教員の間で共有されて
いる強い「学校文化（school　cult皿e）」である。例えば大学の学校文化と
しては、「アカデミック・ディレイ（定刻より教員が遅れて授業を始める
慣習〉」、「休講権（教員の自己都合で授業を休んでも補講を必ずしもする
必要はないという慣習）」、「講義内容の自律的決定」の慣習、「学生の成績
決定権は教員個人に帰属する」という慣習、「成績に対して学生の異議申
し立てを制度として認めない」という慣習等がある。
　教育内容について生徒・学生からの苦情（それは言葉にされず、態度、
そぶり、顔付き等でなされることが多い）に「聞く耳を持たない」という
学校文化の根底には、教員自身についての「無謬性」についての誤った信
念と、このことについて私は専門家であるという意識から生じる学生に対
する圧倒的「情報格差」意識の2つが見られ、その結果、教員が強い「権
威主義的傾向」を示すことになると私は推測している。私達教員には、も
う少し自己の能力に対する謙虚さと、囚われない精神（open－minded）と
が必要であろう。
　街中の中小飲食店ですら、客の声を積極的に収集し、自らの料理とサー
ビスの向上に努めていることは、教育を職業とする者にとっても、大いに
示唆的である。中小飲食店のそのような努力に関しては、次の資料を参照
のこと。
〔24〕「特集　繁盛店の条件　いかにして人気の店を作り上げるか」、『日
　　経レストラン』、1995年7月12日号、62－86ページ。
〔25〕「繁盛店レポート　「十勝」（トンカツ専門店・名古屋市）独自の
　　「手のべ」ヒレカツで客席回転数15回を実現　サービスの目標は
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　　　　「日本一気持ちいい店」）、『日経レストラン』、1993年9月1日号、
　　　　46－52ページ。
　〔26〕「繁盛店レポート　若大将（居酒屋：鹿児島県国分寺市〉　　「お客
　　　　様はお殿様」、人口15万都市で月商1300万円」、『日経レストラン』、
　　　　1997年4月16日号、52－59ページ。
　　消費が成熟してきた現在、企業も商品を「売りっぱなし」では通用せず、
　売った後の客の声に耳を傾ける必要があるという特集記事が最近の『日経
　ビジネス』に載っている。次を参照のこと。
　〔27〕「特集売りっばなしの罪　うるさい客にこそ学べ」、『日経ビジネ
　　　　ス』、1997年4月28日号、20－30ページ。
　日本企業の新製品開発方法の際立った特色が、新製品の市場投入後に「顧
客の声を聞いて」、逐次的に改良したニューモデルを連続的に投入するこ
　とであるという筆者の見解に関しては、次の研究を参照のこと。
　〔28〕柳川高行、1995年、「論文　新製品開発プロセスの日米の違い一ユ
　　　　ニ・チャームとP＆Gの紙オムツ事業一」、白鴎大学経営学部、『白
　　　　鴎大学論集』、第9巻第2号、1－22ページ。
　〔29〕柳川高行、1995年、「新製品開発プロセスの日米比較一事例研究・
　　　　ユニ・チャームとP＆Gの紙オムツビジネスー」、『研究開発マネジ
　　　　メント』、10月号、24－31ページ。
　〔30〕Takayuki　Yanagawa，1996，A　Comparative　Analysis　ofthe　New
　　　　：Product　Development　Process　between　Japan　and　the　USA：A
　　　　Case　Study　ofthe　Disposable　Diapers　Bustness　ofUni－Chaml　a皿d
　　　　P＆G，EakuohDaigakuJouma1ラVo1．11，No．1，pp。23－50．
（注22）P．F．Drucker氏の見解については、次を参照のこと。
　〔31〕P，F．Dnlcker，1993，PosかCαpあαZ♂s6Socεe砂，Oxfbrd：Butterwo耽h
　　　　H：einema皿．（上田惇生・佐々木実智男訳、『ポスト資本主義社会』、
　　　　ダイヤモンド社、1993年）。
（注23）野中氏らの研究は、次のものである。
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　〔32〕Ikqjiro　Nonε〔ka　and　Hirotε〔ka　Takeuchiヲ1995，1The　Knowledge．
　　　　Creating　Company：How　Japanese　Companies　Create　the
　　　　DynamicsofImova鉦on1，O面rdUniversityPress，Inc．（梅本勝
　　　　博訳、1996年、『知識創造企業』、東洋経済新報社〉。
　〔33〕野中郁次郎、1990年、『知識創造の経営一日本企業のエピステモロ
　　　　ジー一』、日本経済新聞社。
（注24）倒産することが無いという「永久不倒神話」のあった銀行や生命保
険会社も事実上倒産を回避することができなくなった最近の日本の事例
は、companyismorta1．ということを象徴的に示している。
例えば、最近の日産生命保険会社の倒産の詳細に関しては、次を参照のこ
　と。
　〔34〕「日産生命、清算へ」、日本経済新聞夕刊、1997年4月25日。
　〔35〕「生保の安全神話　崩壊　日産生命破たん」、日本経済新聞、1997年
　　　　4月26日。
（注25）パスツールに「幸運は準備無き者には訪れない」という有名な言葉
　があるが、幸運は誰にでも必ず訪れるが、いつ訪れるかは誰にも分からな
　いから、常日頃から努力することを怠らないようにすることがとても大切
なことだと学生に話しているのは、私自身に次のような体験があるからで
　ある。
　　まず第一に、私自身は今「経営戦略論」という科目を担当し、自他共に
経営戦略論の研究者であることを許していて、これまでに20本以上の論文
　を書いているが、これは文部省のこの科目の審査を通っていた非常勤の方
　が大学を停められた時に、いくつかの研究論文を書いていた私にお鉢が回
　ってきて、私はそのチャンスをガッチリと掴んだのだと言うことができ
　る。
　　第二に、私自身は現在、大学のビジネス開発研究所の研究員という研究
職を兼任しており、目下6期目を迎えているが、これは、私が地元の企業
　の実証研究を既にいくつか積み重ねていたという実績が評価されたからで
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　ある（この事情は、当時の研究所長から研究員就任後直接伺う機会があっ
　た）。
　第三に、平成5（1993）年度から白鴎大学で制度化された「教員研修制
　度」に、2年目に応募し研修留学を許され、1年問一橋大学産業経営研究
　所で客員研究員生活を送ることができたことを挙げることができるだろ
　う。研修成果をまとめた論文を評価していただき、1996年度に2つの学会
　で報告することができたばかりでなく、平田光弘教授（一橋大学産業経営
　研究所）を研究者代表とする文部省科研費を認められた研究グループに
1997年5月から3年間参加させて頂くことができた。研修留学へのチャレ
　ンジは、late　comer，latebloomerである私に対し、大きなチャンスの扉を
　開いてくれたのだと、今さらながらprepared　mindの大切さを噛みしめて
　いる。
（注26）池田潔氏には、次の古典的名著がある。
　〔36〕池田潔、1949年、『自由と規律一イギリスの学校生活一』、岩波新書
　　　17、岩波書店。
　　『暮しの手帖』のエッセーは、筆者が大学生の頃に読んで強く印象に残
　ったものであるが、いま手許にその本が無いので、この部分は筆者の記憶
　に基づいている。
（注27）私と妻がともにファンであるN　H　Kアナウンサー、黒田あゆみさん
は、そのエッセーの中で、ベテラン看護婦Kさんからの手紙を紹介し、看
護婦さんが看護という仕事を続けていくことの難しい原因は、決して世間
　が言うような夜勤や3Kのせいだけではなく、患者側に「ありがとうとい
　う感謝」の心が感じられず、報われない虚しさから退職していく同僚が多
　いと述べている。
次のエッセーを参照のこと。
　〔37〕黒田あゆみ、1996年、『ママ、明日はお休み？』、マガジンハウス、
　　　「「天職」と人手不足」、35－38ぺ一ジ。
（注28）バーン・アウトについては、次を参照のこと。
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　〔38〕宗像恒次・稲岡文昭・高橋徹・川野雅資編、1988年、『燃えつき症
　　　　候群』、金剛出版。
　〔39〕田尾雅夫・久保真人、1996年、『バーンアウトの理論と実践一心理
　　　　学的アプローチー』、誠信書房。
（注29）バーン・アウトする人は、まじめで、熱心で、責任感の強い人が多
　い。バーン・アウトを予防する為に、次の本が大いに参考となると思う。
　〔40〕大原健士郎、1996年、『人はみな心病んで生きる』、講談社。
　〔41〕大原健士郎、1997年、『心を癒す処方箋』、講談社。
　〔42〕大原健士郎、1996年、『「心の病」、その精神病理』、講談社。
　〔43〕笠原嘉、1981年、『不安の病理』、岩波新書、岩波書店。
　〔44〕笠原嘉、1985年、『朝刊シンドロームーサラリーマンのうつ病操縦
　　　　法一』、弘文堂。
　〔45〕笠原嘉、1988年、『退却神経症』、講談社現代新書、講談社。
　〔46〕笠原嘉、1996年、『軽症うつ病一「ゆううつ」の精神病理一』、講談
　　　　社現代新書、講談社。
　〔47〕高良武久、1976年、『森田療法のすすめ』、白揚社。
　〔48〕岩井寛、1986年、『森田療法』、講談社現代新書、講談社。
　〔49〕渡辺利夫、1996年、『神経症の時代』、T　B　Sブリタニカ。
（注30）教員のメンタルヘルスに関しては、例えば次を参照のこと。
　〔50〕柏瀬宏隆・児玉隆治・飯塚清博編、1g88年、「教職員のメンタルヘ
　　　　ルス』、日本図書センター。
　〔51〕稲村博他編、1990年、『教職員のメンタルヘルス全書』、教育図書。
　〔52〕牧昌見・高田公子編、1997年、『普及版学校カウンセリング実践講
　　　　座10教職員のメンタルヘルス』、学習研究社。
（注31〉組織内におけるメンタリングに関しては、次の研究が非常に参考と
　なる。
　〔53〕藤井博・金井寿宏・関本浩、1996年、「ミドル・マネジャーにとっ
　　　　てのメンタリングーメンタリングが心的活力とリーダーシップ行動
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　　　に及ぽす効果一」、一橋大学産業経営研究所、『ビジネスレビュー』、
　　　vo1．44、No．2，50－78ページ。
（注32）「心がかぜをひいた日に」という表現は、次の書物から借用したもの
　である。
　〔54〕吉川武彦、1996年、『ゆううつ症候群一こころが風邪をひいたと
　　　き一』、法研。
（注33〉教師という職業は、教室で沢山の生徒の視線を浴び、たった1人で
授業を進行させねばならないという意味で、強いプレッシャーと強烈な孤
　独感を絶えず味わい続けなければならない。さらに教師は、教師仲間に弱
みを見せたくないという人が多いから悩みはより深まる傾向が生じがちで
　ある。
　教師のストレスについては、例えば次を参照のこと。
　〔55〕「特集教師のストレスを考える」、『教員養成セミナー』、1996年1
　　　月号、17－32ぺ一ジ。
（注34〉筆者が子供達に読んで聞かせている「ないた　あかおに」は次の2
　冊である。
　〔56〕『ないた　あかおに』、ぶん・はまだひろすけ、え・いけだたつお、
　　　僧成社、1965年。
　〔57〕『ないた　あかおに』、作一浜田廣介、絵一渡辺三郎、チャイルド本
　　　社、1993年。
（注35〉「晴天の友」については、城山三郎氏の、次のエッセーの中に取り上
　げられている。
　〔58〕城山三郎、1985年、「晴れた日の友」、『打たれ強く生きる』、日本経
　　　済新聞社、221－223ぺ一ジ。
（注36〉芸能人には珍しく私の尊敬している人に引退した山口百恵さんがい
　る。彼女はそのエッセーの中で、未来の夫である三浦友和氏に初めて会っ
　た時の印象について次のように書いている。「潮騒」という映画のロケー
　ションの為に神島という小さな島に渡った直後の記者会見で、神島の人達
一346一
ラーニング・メークス・ユア・フユーチャー一教育を志ざす若き友へ一
の印象を聞かれて、「ええ、とても温かくて、素敵な方たちですね」と答
　えた自分に対し、三浦氏が、「イヤ、僕は…、まだ一日や二日じゃ、わか
　りません」と答えた。彼は彼の全てを偽ることなく生きていた。それにひ
　きかえ、私のほうは偽らざるを得ないことが多かった。と。
　百恵さんが、巨額の所得を得る職業とアイドルとしての地位と名誉を振
　り捨てて、三浦氏と結婚したのは、彼の中の類い稀な誠実さの価値を彼女
が十二分に理解していたからだと、私は思う。
　次を参照のこと。
　〔59〕山口百恵、『蒼い時』、集英社文庫、特に79－80ぺごジ♂
（注37）私の深く敬愛する大学院の先輩である向井武文東京経済大学名誉教
授は、最終講義の中で学生に向かい次のようなメッセージを述べておられ
　る。「唯一筋の道をひたむきに歩んで貰いたい！　そうすれば、どんなに
　才能に乏しく、不運な者にでも顧みて悔いのない人生が必ず開かれること
　と私は信ずるものであります。」
　　この言葉は、文字通り才能乏しい研究者・教育者である私にとり、「今
後もたゆむことなくひたむきに努力を傾け続けるように」と語って下さっ
　ているように感じられる。
　　向井先生の最終講義は、次の紀要に掲載されている。
　〔60〕向井武文、1997年、「生産管理論研究の回顧と展望」、『東京経大学
　　　　会誌』、No．202、向井武文教授退任記念号、11－27ページ。
（注38）「初心安心」という言葉は、城山三郎氏の次のエッセーから借用し
　た。
　〔61〕城山三郎、1985年、「初心安心」、『打たれ強く生きる』、日本経済新
　　　　聞社、22－24ページ。
（注39）「ドメイン探しの旅」という表現は、私の深く敬愛する榊原清則慶磨
義塾大学総合政策学部教授の著書、『企業ドメインの戦略論一構想の大き
　な会社とは一』、（中公新書1074、中央公論社）、を拝読して「柳川のこれ
　までの生涯はドメイン探しの旅なのですね。」という感想を書信で述べた
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ところ、榊原氏から「自分もそう読んで欲しいと思ってこの本を書いたの
です。」という返事を頂いたことに由来している。
柳川の教育ドメイン探しの旅については、次の文章を参照されたい。
〔62〕柳川高行、1995年、「資料　経営学入門一商品・管理・戦略一」、白
　　　鶴大学経営学部、『白鴎大学論集』、第9巻第2号、247－267ペー
　　　ジ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学経営学部教授）
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